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東京工業大学のシンボルマーク
　
　表紙のシンボルマークは，昭和２３年，当時東
京美術学校教授の堀　信二氏の図案によるも
ので，工業の「工」の字につばめを「大」の字
に図案化して配している。また，「工」の字は，窓
をかたどっており，学窓の意味をも象徴してい
る。また，「つばめ」は，瑞鳥として古くから
慶ばれているものである。

　この要覧は，本学ホームページでもご覧いただけます。
　http://www.titech.ac.jp/
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ごあいさつ

東京工業大学長 

　この要覧を手にしていただき，東工大の何かに関する情報をご覧戴ける事を有り難く思います。
本学のスタートは明治１４年５月２６日 （１８８１年） に創立された“東京職工学校”にあります。平成１３年５月２５日
 （２００１年） に，１日早めでしたが創立１２０周年記念式典を致しました。
　長く続いた徳川幕府が明治維新によって崩壊し，明治政府がスタートしました。ヨーロッパに較べて，我
が日本が種々の面で遅れをとっている状態を強く認識をした明治政府は，日本の将来の在り方の模範を，ヨ
ーロッパ社会に見て取り，多くの点でそのシステムを輸入致しました。その流れの一つとして，本学の前身
も設立されました。その目的は，当時の最先端の技術を取り扱える職工の養成，工場の経営をできる技師の
養成にありました。その後次第に日本の工業技術レベルも進んできましたが，それに応じて，学校の名前も，
東京工業学校，東京高等工業学校，東京工業大学 （昭和４年，１９２９年） と変化してきました。この間，時代時
代に求められる多くの技術者，研究者，学者を輩出し，我が国の発展に寄与してきたと，自他共に認められ
るところです。
　当時キャンパスは東京の蔵前にありました。現在ではなくなりましたが，当時の工場には煙突が付き物で，
煙突から煙が出ていればいるほど立派な工場でしたので，"煙突のあるところ蔵前あり"と言われてきたもの
です。現在は事情が変わりました。煙突は姿を消しましたが，東工大の卒業生は，煙突のないところでもこ
れまで以上に活躍致していると自負しています。
　ご存知のように，大学には専門の大きな括り毎に○○学部，△△研究科という名前を付けています。我が
国の収入の大部分は，工業製品を海外に輸出する事によりもたらされていると思います。その為に第一義的
に必要なのは，他の国に勝る工業製品を生産することです。本学はその事に直接関係する，理工関係の学問
をメインにしております。
　現在，大学院重点化という国の政策によって，大学院の使命に重点を置くように指定された大学が理工関
係では８個ありますが，本学はその一つです。理工学，総合理工学，情報理工学，社会理工学それと生命理
工学の５つの理工学研究科と，研究を主体とする資源化学，精密工学，応用セラミックス，原子炉工学の４
つの研究所，その他１５のセンターで日夜，理工学分野における研究をしています。そうすることによって，
世界の学問の進展と日本の経済を支えるための努力を致しています。
　２１世紀には， ２０世紀が残した，解決が急がれる多くの問題があります。地球汚染， 地球温暖化， 環境問題， エ
ネルギー，食糧，エイズをはじめとする病気等，全世界が協力して解決していかないと地球上の人類を含む
生物の存在すらが難しくなる危険性があります。この様な問題の解決に積極的に取り組まねばならないと考
えます。
　理工系の事ばかり学んでいると，ややもすると人間的に視野が狭くなるのではないかという心配があると
考えられています。その弊害をなくすために，本学は他大学に先駆けて，５２年前，大学が新制度になった時
から，教養教育にも力を入れてきています。ただし，日常の学生生活におけるモノトーン性はこれまで如何
ともし難いところがありましたが，その解決にもなり，且つ学べる範囲も一段と広がる四大学連合（東京医
科歯科，東京外国語，一橋，本学）が結成され，平成１４年４月からスタートする事になりました。これには，
二つの大学からそれぞれ異なる学士号，又は二つの大学の一つから学士号，もう一つの大学から修士号を貰
える制度も日本で初めてスタートする事になりました。先生方の研究，大学院学生の研究においても，複数
の大学をまたがってできる体制も整いつつあります。
　それぞれ長い歴史と伝統のある大学が，その専門が異なるからこそ可能となる，広い分野での協力体制が
２１世紀の初頭にスタートできる事になりましたことは，本学のみならず，この連合の大学及び他の大学にも
良い影響をもたらすであろうと考えているところです。
　２０世紀において，本学はそれなりに努力をし，貢献もしてきたと自負しています。２１世紀は，上に述べた
四大学連合という新しいシステムの力を積極的に用いて一層の貢献を致したいと考えています。
　本要覧に直接関係のない事柄について述べましたが，要覧には，本学のこれまでの種々の実績に関するデ
ータが記載されています。何らかの参考になれば幸いです。また，ここに掲載されていないけれども，この
様なデータはないかなどの問い合わせがありましたら，御遠慮なくどうぞお申し込み戴ければと思います。
関係者である故に見落とす事が多々あるかもしれませんので。
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１．東京工業大学の現在

　　　＊できごと＊できごと（（５５大ニュース ２０００年度）大ニュース　２０００年度）
　

　１．白川英樹博士ノーベル化学賞受賞

　　２．四大学連合憲章締結

　　　３．大学院重点化の完了年度

　　　　４．運営諮問会議スタート

　　　　　５．イラン・イスラム共和国　ハタミ大統領来学

白川英樹博士ノーベル化学賞受賞 白川英樹博士ノーベル化学賞受賞

 四大学連合憲章締結四大学連合憲章締結（平成１３年（平成１３年３３月１５日月１５日締結）締結）

四大学連合憲章

メダルを手に笑顔の白川博士

（写真提供　共同通信社）

　２１世紀を迎えた今，グローバル化された社会において，真に国際競争に耐えうる研究教育体制を確立するこ

とを基本的理念とし，東京医科歯科大学，東京外国語大学，東京工業大学及び一橋大学は，ここに，四大学連

合を結成する。

　四大学連合は，連合を構成する各大学が，それぞれ独立を保ちつつ，研究教育の内容に応じて連携を図るこ

とで，これまでの高等教育で達成できなかった新しい人材の育成と，学際領域，複合領域の研究教育の更なる

推進を図ることを目的とする。

　各大学が相互に連携を図るにあたっては，各大学が，それぞれ異なる分野の学部，研究科及び研究所等を有

していることを踏まえ，

　①　履修や進学に関して，学生の選択の幅を拡大し，より良い教育体制を確立すること。

　②　共同研究プロジェクトや学際的な研究領域での協力を行うことにより，国際的な研究水準の維持・達成

を目指すこと。

　③　海外の大学との連携により，教育研究の更なる発展・向上を目指すこと。

　という三点を具体的な目標として，学生，教官及び研究者の交流を図り，各大学の研究教育の水準を一層向

上させるよう努力するものとする。

　２０００年１２月１０日，ノーベル財団は，白川英樹，A.J. 

Heeger， A.G. MacDiarmid各氏の業績「導電性ポリ

マーの発見と開発」に対して，２０００年のノーベル化学賞

を授与した。

　白川英樹博士は，１９６１年に本学の化学工業課程を卒業

し，大学院に進学，１９６６年博士課程を修了後，資源化学

研究所高分子材料部門（故池田朔次教授）の助手となら

れ，池田朔次教授が行っていたアセチレン重合の研究を

引き継ぎ，ポリアセチレンフィルムの合成に成功した。

　１９７６年，白川博士はA.G. MacDiarmid教授（ペンシル

バニア大学）のもとに留学し，A.J.Heeger教授を加え

た３名の共同研究により，ポリアセチレンフィルムにハ

ロゲンをドーピングすると電気伝導が１２桁上昇すること

を発見し，この研究業績が今回のノーベル賞受賞となっ

た。
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大学院重点化の完了年度

  大学院の研究科は，�学部を基礎としているもの（通常の研究科）�学部を基礎としているが大学院に教

育研究拠点としての役割を持たせ，独立部局として位置付けられたもの（大学院重点化研究科）�学部を基

礎としていないもの（独立研究科）に分けられる。本学は，平成１０年度から大学院の重点化を進め，平成１２

年度の概算要求により，これが完了し，次のとおりとなった。

  重点化された組織 理工学研究科（理学部，工学部），生命理工学研究科（生命理工学部）

  独 立 研 究 科 総合理工学研究科，情報理工学研究科，社会理工学研究科

　これにより本学は，名実ともに大学院を中心とした「研究大学」，「理工系総合大学」として，新たな歩み

を始めることになった。

　その後，場所を講堂に移し，大統領の永年に渡る国際学術交流における顕著な業績に対し，本学から名誉博士

の称号が贈られた。また，「日本の詩とイランの神秘主義」と題した記念講演が行われ，人類の発展と科学技術の

果たすべき役割について貴重な示唆があり，会場を埋めた本学学生・教職員，イラン関係者が熱心に聴講した。

この講演は，スペースコラボレーションシステム（ＳＣＳ）により全国の大学にも双方向通信され，本学学生の

ほか，東京医科歯科大学，京都大学の学生からも質問が寄せらた。

イラン・イスラム共和国　ハタミ大統領来学

ハタミ大統領名誉博士号授与式及び記念講演の様子

調印式の模様

　平成１２年１１月２日，国家元首級としては４２年

ぶりの来日となった，イラン・イスラム共和

国セイエッド モハマッド ハタミ大統領が本

学を訪問した。大統領は，学長はじめ大学関

係者の盛大なお迎えを受けた後，かねてから

進められていたシャリフ工科大学との学術交

流協定の調印式に立ち会われた。

運営諮問会議スタート

　第１回運営諮問会議が，平成１２年７月５ 日に開催

され，会長に遠山敦子（国立西洋美術館館長（当時），

現文部科学大臣）氏を選出した。（現在の同会議委員

は９ページ参照）

　その後，学長から本学の現状と課題についての説

明があり，各委員から次の事項について貴重なご意

見をうかがった。【学部のあり方】【大学院のあり方】

【大学と附属高等学校との関わり】【四大学連合】

【広報活動】

第１回運営諮問会議
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＊トピックス（東京工業大学の 現  在 を伝える）
い ま

創立１２０周年記念事業
　■記念式典・記念講演会・記念祝賀会

　■創立１２０周年記念講演会

内藤学長による式辞

大学歌斉唱

２１世紀のあけぼの－夢をかたちに－

　創立１２０周年を記念して，現在の最先端科学技術内容を，

本学教官をはじめとして，その道の第一人者の方々にわか

りやすく話していただく講演会を以下のとおり開催する。

（分野別テーマ）人と技術の共生

「創造性の拡大／楽しさの追求」６月３０日（土）

 ＊技術立国＊未来ロボット化社会における人とロボッ

トの共生＊マイクロメカニズムの世界 ＊２１世紀の情報

化社会を支えるナノ光エレクトロニクス

「豊かさの充実」９月１８日（火）

＊金融工学の起源，今，そして未来＊e経済のソフトイ

ンフラ構築による豊かさの追求＊中小企業金融と信用リ

スク評価＊ＢtoＣ取引と金融データマイニング＊電子

マーケットプレースにおける取引先の信用リスク管理

「優しさの創造」１０月２７日（土）

＊化学反応している分子をみる＊ソフト溶液プロセス－

セラミックスを水中で作ろう＊液晶のつくる世界＊もの

のけ姫とたたら製鉄今昔

（分野別テーマ）生命と心

「生命維持への挑戦」１０月７日（日）

＊人工臓器   －生命をまもる－＊老化－不老長寿にせま

る－

「高校生のための講座」７月２３日（月）

＊素粒子と宇宙＊ 「結び」 と科学＊物質波を使ったレーザー

（分野別テーマ）自然との共生

「地球を大切に」７月１４日（土）

＊地球の資源と環境＊地球シミュレーター：スーパーコ

ンピュータで地球を作る＊地球に優しい快適な都市を目

指して＊小型ごみ発電－真の循環型社会をめざして

「身近な環境」１２月１日（土）

＊我が家が発電所－太陽電池でクリーン発電＊エンジン

と環境＊こどもとあそびの環境＊地震のもつ破壊エネル

ギー：建築構造の新しい方向

　明治１４年５月２６日「東京職工学校」として始ま

った本学の歴史が，１２０周年の区切りを迎えたこと

を記念し，平成１３年５月２５日大岡山キャンパスに

おいて，記念式 典，記念講演，記念祝賀会が行わ

れた。

　式典では，内藤学長から，本学が世界最高水準

の理工系総合大学となるよう，更に努力すること

を誓った式辞が述べられ，続いて，遠山文部科学

大臣，長尾国立大学協会会長，千野蔵前工業会理

事長から祝辞をいただいた。

　記念講演では，白川英樹博士による「東京工業

大学と私」と題する講演があった。

　■長津田キャンパスの名称変更～　これからは，すずかけ台キャンパスにこれからは，すずかけ台キャンパスに

　昭和５０年以来親しまれてきた『長津田キャンパス』の名称を，最寄り駅の名称「すずかけ台」にちなみ『すずか

け台キャンパス』に改称することが，記念式典学長式辞のなかで発表された。

“すずかけ”はプラタナスのこと。プラトンがこの木の下で講義をしたことにちなんで名付けられたと言われ，学

問研究の場であることを示すのにふさわしいとして，駅名となった。
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百年記念館
■白川博士記念コーナー

■重要無形文化財（人間国宝）島岡達三
　陶芸作品特別展・記念講演会　（平成１３年６月１９日から２１日まで）

キャンパス点景

　白川英樹博士のノーベル化学賞受賞を記念し称え，

平成１２年１２月２１日，百年記念館地下の特別展示室に

「白川英樹博士記念コーナー」を設置した。このコー

ナーには，ノーベル化学賞のメダル（レプリカ）及

びそのホログラム，ヨウ素をドープしたポリアセチ

レンフィルム，研究ノート，修士論文・博士論文，

学生時代の写真等を展示している。

 （建設中の総合研究実験棟

～主として社会理工学研究科が使用） 

　平成１４年春の完成を目指し建設中 （９,１８０㎡ の９階建），

高度情報機能を有する総合研究実験棟で，３００人規模の

国際会議ができるセミナーホールも予定されている。

同コーナーを訪れた白川博士と内藤学長

　島岡達三氏は，昭和１６(１９４１)年に本学窯業学科を卒業し，以来，

創造的な民芸陶器を制作し続け，１９９６年に国の重要無形文化財保

持者（人間国宝）に認定された。今日，同氏の陶芸展は，国内は

もとより世界各地で開催され，多くの人々に賞賛されている。

　この特別展は，島岡氏の同級生で親友の中澤三知彦氏が長年に

わたり収集され，昨秋，本学に寄贈いただいた１１０点の作品を中心

とした，島岡氏３５歳の初窯以前の習作から８１歳の最新作に至るま

での５０年に及ぶ歩みを一堂に展観した作品展である。

  特別展では，このほかに百年記念館が所蔵する，本学教員であ

ったＧ・ワグネル氏（旭焼），板谷波山氏（マジョリカ）及び卒業

生の河井寛次郎・濱田庄司（民芸陶器）・辻　常陸（有田焼）・加

藤　�（瀬戸焼）・村田　浩（益子焼）ら著名な陶芸家諸氏の作品

も展示され，また，現在の無機材料工学科における先端セラミッ

クス研究の一端も紹介された。なお，６月１９日には島岡氏ご自身

並びに同氏の作品に造詣の深い水尾比呂志先生の記念講演も行わ

れた。

（正門前のケヤキ）

平成１２年度の大

岡山正門内環境

整備の一環とし

て植えられた。

ロータリーの中

央にあり，団地

内の緑を予感さ

せる。
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電子身分証明ＩＣカードを用いた高度キャンパスネットワーク

Ｉ Ｃ カードリーダ�

電子身分証明証�
（Ｉ Ｃ カード）�

大岡山キャンパス�

すずかけ台キャンパス�

事務系�
ネットワーク�

保健管理センター�
（オンラインでの�
データ共有）�

教官系�
ネットワーク�

教務課�
サブネット�

PHS 無線LAN システム�

PHS 無線�
LAN システム�

厚生課�
WEB サーバ�

検診自動�
入力システム�

IC カード�
発行サーバ�

IC カード�
発行システム�

IC カード�
発行システム�

証明書自動�
発行システム�

証明書自動�
発行システム�

証明書自動�
発行サーバ�

図書館�
貸出システム�

電子申請受付サーバ�
原本性保証�顔画像認識�

実験システム�

IC カード業務追加�
発行システム�

認証サーバ�
（公開鍵／秘密鍵）�

電子申請�
受付サーバ�

原本性保証�

（科研費電子申請）�

電子行政や電子商取引等において，広域多目的利用型ICカードの共通プラットフォーム構築の動きがますま
す加速しているなか，IT装備キャンパスの先駆けとして，さらなるアプリケーションの拡大が期待できる。

平成１０年度から，全学生・職員約１２，０００名の学生証・身分証明証をICカード
化し，各種サービスにおける本人確認に使用するとともに，申請・申告等の
電子化やネットワークを通じたサービスの提供等を開始している。これは，
大岡山キャンパスとすずかけ台キャンパスだけに留まらず，将来のオープン
型サービスの提供に向けた，高度セキュリティ・プラットフォーム構築を指
向した先進的な取組の一環である。

１．高度セキュリティ・ネットワークシステム
 
　既設のキャンパス情報ネットワーク Titanet に，電子身分証明ICカードを
用いた本人確認を行うための認証サーバを配置して，高度なセキュアネット
ワークを構築している。これは，（１）ICカード発行システムや証明書自動発
行システム，（２）将来の広域多目的サービスにも対応するためのICカード業
務追加発行システム，（３）インターネット環境でのオンライン電子申請・申
告等のための原本性保証型電子申請基盤システム，（４）PHS無線LANにおけ
るICカード認証システム，等から構成されている。

２．電子身分証明ICカード

　現在，学生証または身分証明証としての機能を持つICカードの本
人確認機能を用いて，（１）在学証明書や学校学生生徒旅客運賃割引
証（学割証）等の自動交付，（２）建物の入退館管理，（３）健康診断
受付の自動化，（４）図書館の入館チェックと貸出処理，等を実現し
ている。また，平成１２年度より，教官に配布された電子身分証明IC
カードを活用して，科学研究費補助金（科研費）のオンライン電子
申請も試行運用を開始し，本格運用に向けた取組を推進している。
さらに，ICカードを用いたセキュリティ機能を利用して，物品請求
業務のオンライン化や学生への情報提供サービスの充実を図るため
の準備を進めている。
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フロンティア創造共同研究センター・活動の現況

(１) 共同研究機能

　（専任教授５名、客員教授４名、助手５名）

　共同研究機能の各プロジェクトは、全学から選ば

れた４つの分野（生命・情報・物質・環境）の重要プ

ロジェクトで構成され(表１)、限られた期間のなか

で成果を上げるべく全力を挙げた取り組みが行われ

ている。一部のプロジェクトは終了期を迎えて次の

プロジェクトへのバトンタッチを行っているものも

ある。

(２) 研究・情報交流機能

　（専任教授１名、技官１名）

　研究・情報交流機能は、本学の研究成果を産業界

へ移転して新産業を創造することを目的として活動

している。この活動のために東工大では産学官連携

コーディネータの制度を設け、企業経験者や自治体

職員を受け入れ、学内の技術シーズの発掘や産業界

のニーズとのマッチングを行っている。

　平成１１年９月には(財)理工学振興会が東工大ＴＬＯ
として活動を開始し、研究・情報交流機能と一体とな
って技術移転活動に取り組んでいる。平成１２年度は１００
件を越える特許出願を行い、１０件以上のライセンス契
約を締結した。

　図１は、学内の発明届出件数の推移を示したもので
ある。平成１０年４月に本センターが活動を開始してか
ら、学内における発明届出件数が急増している。これ
は研究・情報交流機能により、研究成果を権利化する
ことへの啓蒙活動が行き届きつつあることを示してい
る。

　今後は、共同研究プロジェクトの形成、本学発の東
工大ブランドのベンチャーの立ち上げに向けて一層そ
の活動を強化しつつあるところである。

こうした活動は、大学の学術研究ポテンシャルを公共
財たる知的資産として蓄積し、これを効率的に産業界
に移転することで広く社会に役立てるものであり、こ
れからの大学の大きな社会的使命を果たすものである。

表１　共同研究機能プロジェクト概要

予算総額研究期間リーダープロジェクト名

約２０億円
平成１０年度
～平成１４年度

半田 　宏　教授
微粒子利用型生体結
合物質等創製技術

約２０億円
平成１０年度
～平成１５年度

石原　 宏　教授
次世代強誘電体メモ
リの研究開発

約１.９億円
平成１０年度
～平成１２年度

小杉 幸夫　教授
脳型情報処理機構の
研究開発

約６億円
平成１０年度
～平成１２年度

仲 　勇治　教授

化学工業におけるラ
イフサイクルエンジ
ニアリングのための
情報基盤構築

約１１億円
平成１２年度
～平成１６年度

大山 永昭　教授
ナチュラル映像流通
技術の研究開発

約３０億円
平成１２年度
～平成１５年度

鯉沼 秀臣　教授
コンビナトリアルマ
テリアル科学技術の
研究開発

　フロンティア創造共同研究センターは平成１０年４月に、文部省(当時)の「キャンパスインキュベーション」

構想に沿って、産学官共同研究プロジェクトのフォーメーション・実施・研究成果の技術移転、ベンチャー企

業の育成を通じて、東工大発の技術による新産業創造に資することを目的として設立され、以来精力的な活動

を行っている。

　本センターは、研究の実施主体である共同研究機能と、学内の研究シーズと産業界のニーズのマッチングを

行い、また産学研究プロジェクトの形成を任務とする研究・情報交流機能から構成されている。

新産業創造への貢献�

TLO【（財）理工学振興会】�
蔵前テクノネットワーク検討中�

東工大�

共同研究機能�
本格的な産学共同研究の実施�

フロンティア創造共同研究センターフロンティア創造共同研究センター�
研究・情報�
　　交流機能�

プロジェクト・フォーメーション活動�
　技術移転活動�
　　ベンチャー支援活動�

協力機関�
横浜市・大田区等の�
地方自治体，KSP等の�

第三セクター�

産学官交流会等の�
共同実施コーディ�
ネーター等の派遣�

東工大の技術の円滑な移転�
東工大の技術を利用するベンチャーへの支援�

資金ソース�
文部科学省，経済産業省等�
科学技術振興事業団，NEDO�

民間企業�

資金提供�研究員の派遣�

研究参加者�
民間企業�
公的研究機関�
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２．歴代の校長・学長
　　校長 事務取扱 山　岡　次　郎明治１４年５月東 京 職 工 学 校

 正　木　退　蔵明治１４年９月
 手　島　精　一明治２３年３月東 京 工 業 学 校
 阪　田　貞　一明治３１年２月
 手　島　精　一明治３２年２月
 手　島　精　一明治３４年５月東京高等工業学校
 阪　田　貞　一大正５年９月
 吉　武　栄之進大正９年１２月
 中　村　幸之助大正１５年６月

　　学長  中　村　幸之助昭和４年４月東 京 工 業 大 学
 八　木　秀　次昭和１７年３月
 和　田　小　六昭和１９年１２月
事務取扱 山　本　　　勇昭和２７年６月
 内　田　俊　一昭和２７年８月
 山　内　俊　吉昭和３３年８月
 大　山　義　年昭和３７年８月
 實　吉　純　一昭和４１年８月
事務取扱 斯　波　忠　夫昭和４３年８月
 斯　波　忠　夫昭和４３年１０月
事務取扱 加　藤　六　美昭和４４年５月
 加　藤　六　美昭和４４年１０月
 川　上　正　光昭和４８年１０月
 齋　藤　進　六昭和５２年１０月
 松　田　武　彦昭和５６年１０月
 田　中　郁　三昭和６０年１０月
 末　松　安　晴平成元年１０月
 木　村　　　孟平成５年１０月
 内　藤　喜　之平成９年１０月～

現在

 学 長  内 藤 喜 之

 大学院理工学研究科長  細 谷 曉 夫

 大学院理工学研究科教授  柿 沼 勝 己

 同   南　不二雄

 工 学 部 長  水 谷 惟 恭

 大学院理工学研究科教授  林　 　 巌

 同   梶 内 俊 夫

 大学院生命理工学研究科長  橋 本 弘 信

 大学院生命理工学研究科教授  大 倉 一 郎

 同   田 中 信 夫

大学院総合理工学研究科長   秋 鹿 研 一

 大学院総合理工学研究科教授  大 町 � 夫

 同   加 藤 雅 治

 大学院情報理工学研究科長  小 川 英 光

 大学院情報理工学研究科教授  渡 邉 貴 介

 同   小 島 政 和

 大学院社会理工学研究科長  田中善一郎

 大学院社会理工学研究科教授  圓 川 隆 夫

 同   矢 野 眞 和

 資 源 化 学 研 究 所 長  石 田　 �

 精 密 工 学 研 究 所 長  上 羽 貞 行

 応用セラミックス研究所長  安 田 榮 一

 原 子 炉 工 学 研 究 所 長  藤 井 靖 彦

３．評議員・運営諮問会議委員・役職員
評議員名簿（平成１３年４月１日）
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運営諮問会議委員名簿（平成１３年５月１日）

大　見　忠　弘　　　東北大学教授

金　子　尚　志　　　日本電気株式会社取締役相談役

田　中　郁　三　　　学校法人根津育英会理事長・武蔵学園長（元東京工業大学長）

千　野　　　孝　　　社団法人蔵前工業会理事長

長　尾　　　�　　　京都大学長

西　野　善　雄　　　大田区長

廣　中　平　祐　　　山口大学長

 （以上５０音順）

役職者名簿（平成１３年４月１日）

藤 井 靖 彦 原子炉工学研究所長（併）細 谷 曉 夫理　 学　 部　 長（併）内 藤 喜 之学 長

町 田 俊 治 　　原子炉工学研究所事務長青 木 宣 男 　理工学研究科理学系等事務長森 泉 豊 榮副　学　長（教育担当）（併）

齋 藤 彬 夫 附 属 図 書 館 長（併）細 谷 曉 夫大学院理工学研究科長（併）相 澤 益 男副　学　長（研究担当）（併）

横 山 正 明 　附属図書館長津田分館長（併）水 谷 惟 恭工　 学　 部　 長（併）渡 邉　 隆事 務 局 長

大 埜 浩 一　　附 属図書館事務部長半 那 純 一　像情報工学研究施設長（併）佐 藤　 賢　　総 務 部 長

塚 田 吉 彦 　　附属図書館情報管理課長畑 山 克 己　理工学研究科工学系等事務長渡 部 博 靖　　　総 務 課 長

益 田 義 孝　　附属図書館情報サービス課長石 井 彰 三 　工学部附属工業高等学校長（併）伊 谷 賢 二　　　人 事 課 長

小 林　 彬保健管理センター所長（併）青 木 輝 壽工学部附属工業高等学校教頭（副校長） 森 谷 � 治　　　企 画 広 報 室 長

牟 田 博 光 教育工学開発センター長（併）土 川 孝 平　　工学部附属工業高等学校事務長原　 克 己　　経 理 部 長

�藤 原 英 二学術国際情報センター長（併）橋 本 弘 信大学院生命理工学研究科長（併）古 沢 六 朗　　　主 計 課 長

奥 田 雄 一極低温物性研究センター長（併）橋 本 弘 信生 命 理 工 学 部 長（併）高 田 勝 彦　　　経 理 課 長

下河�　明フロンティア創造共同研究センター長（併）秋 鹿 研 一大学院総合理工学研究科長（併）岩 上 信 義　　　情 報 処 理 課 長

坂 本 一 成文教施設研究開発センター長（併）小 川 英 光 大学院情報理工学研究科長（併）末 石　 健　　　契 約 室 長

榎　 敏 明火山流体研究センター長（併）田中善一郎大学院社会理工学研究科長（併）伊 藤 征 司　　学 務 部 長

大 橋 裕 二留学生センター　　　長（併） 石 田　 �資源化学研究所　　　長（併） 三 橋　 顯　　　教 務 課 長

関 根 光 雄遺伝子実験施設長（併）正 田　 誠　資源循環研究施設長（併）彦 坂 伸 一　　　厚 生 課 長

海 津 洋 行 炭素循環素材研究センター長（併）上 羽 貞 行精密工学研究所　　　長（併）  須 鎌　 勇　　　入 試 課 長

古 屋 一 仁量子効果エレクトロニクス研究センター長（併）下河�　明　マイクロシステム研究センター長（併）渡 邊 伸 一　　　留 学 生 課 長

工 藤　 明生物実験センター長（併）安 田 榮 一応用セラミックス研究所長（併）永 島 弘 一施 設 部 長

井 上 正 篤 外国語研究教育センター長（併）吉 村 昌 弘 　構造デザイン研究センター長（併）清水大次郎企 画 課 長

広 瀬 茂 久 アイソトープ総合センター長（併）星　 昭 一　総合理工学研究科等事務部長加 納 博 義建 築 課 長

森　 雅 夫理財工学研究センター長（併）藤 瀬 政 和　　総合理工学研究科等庶務課長佐 藤 峯 穂設 備 課 長

戸 澤 和 夫　　総合理工学研究科等経理課長細 川 洋 治研 究 協 力 部 長

田 邉 耕 次　　総合理工学研究科等教務課長森　 暉 志研 究 協 力 課 長

鈴 木 文 子国 際 交 流 課 長
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内 藤 喜 之　学 長

森泉 副学長（教育担当） 相澤 副学長（研究担当）

細谷
理工学研究科長・理学部長

水谷
工学部長

橋本
生命理工学研究科長・生命理工学部長

秋鹿
総合理工学研究科長

小川
情報理工学研究科長

田中
社会理工学研究科長

石田
資源化学研究所長

上羽
精密工学研究所長

安田
応用セラミックス研究所長

藤井
原子炉工学研究所長

齋藤
附属図書館長

渡邉
事務局長
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４．機構図

東�
　�
　�
京�
　�
　�
工�
　�
　�
業�
　�
　�
大�
　�
　�
学��

�

学�
　�
部��

�

附�
置�
研�
究�
所��

�

大�
学�
院��

�

理 学 部 �

工 学 部 �

生 命 理 工 学 部 �

附 属 図 書 館 �

広 報 セ ン タ ー �

研 究 協 力 部 �

施 設 部 �

学 務 部 �

経 理 部 �

総 務 部 �

理工学研究科工学系�
等 事 務 部 �

理工学研究科理学系�
等 事 務 部 �

総合理工学研究科�
等 事 務 部 �

国 際 交 流 課 �

研 究 協 力 課 �

設 備 課 �

建 築 課 �

企 画 課 �

留 学 生 課 �

入 試 課 �

厚 生 課 �

教 務 課 �

契 約 室 �

情 報 処 理 課 �

経 理 課 �

主 計 課 �

企 画 広 報 室 �

人 事 課 �

総 務 課 �

教 務 課 �

経 理 課 �

庶 務 課 �

情報サービス課�

情 報 管 理 課 �

事 務 部 �

事 務 部 �

事 務 局 �

資 源 化 学 研 究 所 �

精 密 工 学 研 究 所 �

応用�セ�ラ�ミ�ッ�ク�ス�研究所�

原子炉工学研究所�

事 務 部 �

長 津 田 分 館 �

附属工業高等学校�

附属像情報工学研究施設�

附属構造デザイン研究センター�

附属マイクロシステム研究センター�

附属資源循環研究施設�

理 工 学 研 究 科 �

生命理工学研究科�

総合理工学研究科�

情報理工学研究科�

社会理工学研究科�

保 健 管 理 �セ �ン �タ �ー �� �

教 育 工 学 開 発 �セ �ン �タ �ー �� �

フ�ロ�ン�テ�ィ�ア�創造共同研究�セ�ン�タ�ー���

文教施設研究開発�セ�ン�タ�ー���

火 山 流 体 研 究 �セ �ン �タ �ー �� �

留 学 生 �セ �ン �タ �ー �� �

遺 伝 子 実 験 施 設 �

炭素循環素材研究�セ�ン�タ�ー���

量子効果エ�レ�ク�ト�ロ�ニ�ク�ス�研究�セ�ン�タ�ー���

生 物 実 験 �セ �ン �タ �ー �� �

外国語研究教育�セ�ン�タ�ー���

ア�イ�ソ�トープ総�合セ�ン�タ�ー���

理 財 工 学 研 究 �セ �ン �タ �ー �� �

ベンチ�ャ�ー�・�ビ�ジネス�・�ラボ�ラ�ト�リ�ー���

総 合 研 究 館 �

国 際 交 流 会 館 �

百 年 記 念 館 �

地 球 史 資 料 館 �

環 境 保 全 �セ �ン �タ �ー �� �

建 築 物 理 研 究 �セ �ン �タ �ー �� �

国際高分子基礎研究�セ�ン�タ�ー���

（理学系）�
��
��
（工学系）�

学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
等（
省
令
施
設
）�

学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
等（
学
内
措
置
）�

極低温物性研究センター�

学 術 国 際 情 報 セ ン タ ー �
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５．諸事項の変遷
（平成１３年５月１日現在）

経常費
決算額蔵書数建　物土　地

大　学　院学　部区分

年度
博士後期課程修士課程

卒業生数入学定員
修了生数入学定員修了生数入学定員

９２２千円２１，５２５冊３，８３４�　�　人　人　人　人　人１５０人昭４

２，１２８４１，８４８５４，５４２２６２，９０２１７８２５２　１５

１８８，２９７９２，９２５５８，４９９３１２，２１１３５８４００　２０

１８８，２９７９２，９２５５８，４９９３１２，２１１３９２旧制 ４６０
新制 ３００　２５

４４９，０３７１１１，１７３７１，１１４３０９，５１４３７６８１３５３３５３５５　３０

７８７，１９１１４５，１０７７８，５８１３０９，４８４１２７３４４１４５３８７５０５　３５

２，４７９，７８８２００，２０８１１１，１６６３０８，７３７３７８７２０５２１３５９０７０５　４０

４，４６０，０７０２８４，６７７１４６，４７３４８４，５１５７２１４９３４８２９４７７６８９５　４５

１１，３７８，０６８３６０，４９９１８５，３０９５１０，６８３６８２０５５０９６１７７９０７７４　５０

１２，４４４，５３８３７４，７４７２１２，４０２５１５，８５８７２２２１５６４６１９７８８７７４　５１

１３，６７１，４５３３９３，４３６２２２，８６９５２８，７８０１０２２４１６１９６２６７９５７７４　５２

１３，８６３，８１６４１１，２６８２４５，１５１５２８，７８０９５２４１６６１６３６８１６７７４　５３

１３，６４４，９５０４２８，６７２２４５，８３６５２９，７８０１００２４３６２０６４３７６７７７４　５４

１４，２８８，０８４４４４，７６５２４５，７９１５２９，５１５９１２４８６１３６４３７７５７７４　５５

１５，３３４，６６０４６２，８２３２４７，３４４５３１，８４８１１１２４８６３９６４８７５４７７４　５６

１６，１３６，２５８４８２，９４９２４８，９８７５３１，８４８８１２５０６５２６４８７８９７８４　５７

１６，３１９，１７８５０３，２７１２５２，８２６５３１，８４８８２２５０６４２６５３７７４７８４　５８

１８，４４７，１８４５２０，１４３２５２，６８７５３１，８４８９６２５０６９０６６０７７８７９４　５９

１７，４５１，６８０５３８，８８４２６１，９６８５３１，８４８８６２５０６９４６６５７７６８３６　６０

１７，９９３，４７１５５６，０３０２６４，３１６５３１，８４８９７２５０７５０６６８８１６９６１　６１

３１，３５６，７４５５８１，４６７２６４，９５７５３３，２４２１０６２５０７６８６７６７８４１，０６５　６２

２１，４７９，６３１６１３，１３０２７６，１６８５３３，２４２１４１２５０７５８６７９８４４１，１８２　６３

２０，９５７，０１１６４６，０９９２７７，６７２５３３，２４２１１５２５０８１０６８１９０９１，１８２平元

２３，２１５，７７６６４７，３３０２７７，６７２５３３，２４２１３９２５０８４０７２０１，１０７１，１８２平２

２４，１０９，４５６６９１，０２６２８６，８３１５３２，５３３１５３２５０９４０７２０１，１７２１，２２２平３

２８，０９５，９０２７００，２９９２８６，８３１５３２，５３３１５２２８７９７０７９８１，１７４１，２７７平４

３２，２７９，０８１７１８，１９５３１９，４０４５３２，５３３１８１２８７９８８８１８１，１５４１，２７７平５

２９，８０９，７８１７３２，７９４３１９，４０４５３５，２３９２０６３０４１，１１３８６８１，２０２１，２７７平６

３４，１８１，３８４７５０，１７２３１９，４０４５３５，２３９２５３３３１１，１５４９０８１，２８２１，３１７平７

３１，１１９，２１３７６４，６５４３２５，３６０５３５，２３９２５５３７２１，２１５９９７１，３２９１，２９７平８

３４，３２６，６６８７８６，７２２３３６，１３０５３５，２３９３２３４０１１，３１３１，０３６１，２９７１，２５７平９

３４，６８８，８３０８０４，３２６３３５，８５１５３４，３１９２８９４４６１，３５８１，１０９１，３４１１，１８７平１０

３５，９１６，２６９８２４，０６２３５６，５００５３４，２２３３３７４９４１，３５６１，１９６１，３２８１，１２３平１１

３７，２１６，４４６８４０，７６６３６２，７６９５３４，７２８３４９５３４１，４８８１，２９０１，２３７１，０６８平１２

８５８，３１６３６８，９３５５３４，７２８５３４１，２９０１，０６８平１３
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１

５

２

３

４

①　百年記念館
②　ワグネル博士記念碑（大岡山北地区）
　　明治１７年東京職工学校赴任。窯業科，染色科を中心に尽力。
③　蔵前工業学園之蹟（台東区蔵前第六天榊神社境内）
　　本学の前身の東京高等工業学校跡地
④　百年記念館（特別展示室）
⑤　手島精一先生像
　　明治２３年から２５年間校長として尽力
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６．職員数
１．　部局別職員数 （平成１３年５月１日現在）

合計
そ の 他 の 職 員教　　　　　官

区　　　分
小計その他技官事務官小計養護教諭

実習助手教諭小計助手講師助教授教授学長

２３７２３６８２８２００１１事 務 局

１８７３９１５２４１４８６４３３５１大学院理工学研究
科（理学系）・理学部

６６６１２６４３８３

５４９４５３３１１２３１１０３１０４大学院理工学研究
科（工学系）・工学部

７８２２７２１２８大 学 院
情報理工学研究科

７７２４２２２２９大 学 院
社会理工学研究科

４６６１１５４１７４

９３４１２２５２５大 学 院
生命理工学研究科

１２６３７４４０４５大 学 院
総合理工学研究科

４９２６１４９資源化学研究所

４６１８１５１３精密工学研究所

３７１１１１２１３応用セラミックス
研 究 所

５０１６８８３４１５１０９原子炉工学研究所

２９２９２９０附 属 図 書 館

９０１０２５３８０１４３２６３７学 内 共 同 教 育
研 究 施 設 等

１，７２５５７１１０１４０４２１５４９４５１，１００３９５２０３２１３６３１合　　　　　計

※休職及び育児休業期間中の職員を除き，臨時的任用職員を含む。

２．　寄附講座及び寄附研究部門 （平成１３年５月１日現在）

小　　計助手相当客員助教授客員教授区　　　　分

６２１３大学院理工学研究科

２１１精 密 工 学 研 究 所

８３２３合　　　　　計
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１

２ ３

４

６ ７

５

大岡山キャンパス
①　本館
　　（理工学研究科等）
②　石川台１号館
③　大岡山西８号館（情報理工学研究科，
学務部等）

④　ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー棟
⑤　緑が丘１号館
　　（土木工学専攻，建築学専攻）
⑥　大岡山北１号館
　　（原子炉工学研究所）
⑦　屋内運動場
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７．学部（３学部，２３学科，４０学科目）

理学部（５学科，５学科目）

授 業 科 目 例学 科 目学　　科

代数学概論，代数学，線形空間論，幾何学概論，幾何学，位相幾何学，解析概論，関
数解析，応用解析，実解析，確率過程論，複素解析，微分方程式概論数学数 学

（１学科目）

物理学実験，物質中の電磁気学，電磁場の古典論，化学物理，相対論的量子力学，
基礎固体物理学，原子核物理学概論，光学・光物性，宇宙物理学概論，物性物理学
概論，素粒子物理学概論，一般相対論，生物物理学概論，物理数学特論，解析力学，
電磁気学，物理数学，現代物理学序論，物理実験学，量子力学，熱・統計力学

物理学物 理 学
（１学科目）

分析化学，化学基礎実験，安全の化学，無機化学，有機反応論，化学総合実験，物
理化学，結晶化学，凝縮体化学，量子化学，物性化学，放射線化学，有機化学，天
然物化学，合成有機化学，化学実験

化学化 学
（１学科目）

集合と位相，応用線形代数，確率と統計，計算機科学概論，代数系，複素解析とフーリ
エ解析，アルゴリズムとデータ構造，非線形解析学序論，数理論理学，数値解析，計画
数学，情報理論，オートマシンと数理言語論，計算機システム，応用微分方程式論，組
合せ理論，データ解析，計算の理論，コンパイラ，オペレーティングシステム

情報科学情 報 科 学
（１学科目）

地球テクトニクス，数値地球惑星科学，地球史，地震学，鉱物物性学，地惑実験，
地惑巡検，地球惑星電磁気学，宇宙プラズマ物理学，太陽系物理学，惑星科学序論，
地球惑星物理学序論，地球惑星物質学序論，宇宙化学，地球化学，地域内部物理学

地球惑星科学地球惑星科学
（１学科目）

工学部（１６学科，２２学科目）

授 業 科 目 例学 科 目学　　科

物理化学，表面物理化学，構造材料，固体の変形，凝固現象と組織，金属の相変態，
高温反応の熱力学，移動速度論，結晶回折，金属物性，結晶評価工学，材料解析，格
子欠陥，高温プロセス工学，界面現象と反応速度，エレクトロニクス材料工学，材料加
工

金属工学金 属 工 学
（１学科目）

有機材料物性，有機材料物理化学，有機材料成形工学，有機材料合成化学，有
機化学，量子材料物性有機材料工学有機材料工学

（１学科目）

エレクトロニクス材料，セラミック材料化学，セラミックスプロセシング，セ
ラミックス基礎計測，結晶化学，セラミックス電子物性，物理化学，分析化学，
地質鉱物学，社会基盤セラミックス，界面化学，セラミックス概論，セラミッ
クス機械物性，無機化学

無機材料工学無機材料工学
（１学科目）

基礎化学工学，化工数学，化工熱力学，化学，プロセス工学，化工情報処理，
化学プロセス設計実習，情報処理概論，反応工学，触媒化学，装置の設計と材
料，材料科学，化学工学量論，移動論，エネルギー操作，物質移動操作，機械
的操作，プロセス安全工学，化工プロセスシステム工学，環境保全プロセス概
論，物理化学，触媒化学，量子化学，工業化学，無機化学，無機固体化学，有
機化学，有機合成化学

化学工学，応用化
学

化 学 工 学
（２学科目）

高分子計算化学，物理化学，高分子構造，高分子物性，有機化学，高分子化学，
高分子工業化学高分子工学高分子工学

（１学科目）

変形の力学，破損の科学，弾性力学，材料の科学，成形の力学，加工とプロセ
ス，独創機械設計，熱科学，熱輸送物理学，地球環境科学，流体科学，数理流
体科学，機械運動システム学，機械要素，機械要素設計，メカトロニクス・テ
クノロジー，計算機援用工学，情報処理演習，工学数理解析，機械振動基礎論，
機械の動力学と制御，ラボラトリー・セミナー，機械工作実習

機械科学機 械 科 学
（１学科目）

知的統合生産システム，ジェオメトリー創出学，設計情報学，ダイナミックシ
ステム，メカトロニクス設計演習，工学図形情報，基礎熱流体学，伝熱学，工
学数学，基礎流体力学，基礎トライボシステム，熱流体エネルギーシステム，
基礎材料力学，固体システム学，一般材料力学，材料とその性質，材料物性，
工業量子力学

機械知能システム
学

機 械 知 能
システム学
（１学科目）
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授 業 科 目 例学 科 目学　　科

熱輸送学基礎，熱エネルギーシステム学，熱物質移動論，固体力学基礎，構造
制御学，破壊制御学，材料物性基礎，材料機能システム学，極限材料プロセス
学，ロボット工学基礎，メカトロニクス，機械システム学，振動波動学，振動
解析学，流体力学基礎，実在流体力学，流体物理学

機械宇宙学機械宇宙学
（１学科目）

動的システム基礎，現代制御論，ディジタル制御，計測制御数学，自動制御，
流体制御システム，計測・信号処理，計測システム論，創造設計第二，マイク
ロコンピュータ及び演習，加工学基礎，要素設計，生産加工技術，熱エネルギ
ー変換学，熱と流体の力学

制御システム工学
制御システム
工 学
（１学科目）

経営管理論，経済学概論，会計情報論，経営財務，数理工学，確率モデル，オ
ペレーションズ・リサーチ，モデル化とOR，システム基礎

管理技術，数理シス
テム基礎

経営システム工学
（２学科目）

半導体物性，電子物理工学実験，電子物性基礎論，電気工学実験，電力電子工学実
験，電気機器学，パワーエレクトロニクス，電力工学，光電工学，高電圧・放電物
性，通信理論概論，応用ベクトル解析，電磁波，電磁波伝送工学及び電波法，基礎
電気回路，集積回路設計基礎論，電気磁気学，情報基礎学，論理回路理論，計算機
論理設計，基礎電気・情報数学，光伝送工学，磁性・誘電体物性，アナログ電子回
路，回路理論

電気電子工学，電
子物理工学

電気電子工学
（２学科目）

計算機論理設計，計算機アーキテクチャ，論理回路理論，オペレーティングシ
ステム，コンパイラ構成，計算基礎論，オートマトンと言語，プログラミング，
情報基礎学，データベース・人工知能基礎，数理論理学，情報認識，信号処理，
関数解析学，計算機ネットワーク，線形電子回路，離散構造とアルゴリズム，基
礎集積回路，集積回路設計，情報ネットワーク設計論，通信理論，ディジタル通信，
代数系と符号理論

情報工学情 報 工 学
（１学科目）

材料と部材の力学，土質力学，水環境計画，水理学，水文・河川工学，海岸・
海洋工学，交通計画，土木計画，都市計画学，コンクリート工学，鋼構造の設
計，空間デザイン，構造力学

土木工学土 木 工 学
（１学科目）

建築史，建築意匠，建築計画，建築構造力学，建築一般構造，建築構造設計，
建築生産建築学建 築 学

（１学科目）

都市計画概論，住宅・土地政策，国土と地域の計画，空間設計の基礎，公共シ
ステムのデザイン，経済学の基礎理論，環境経済・政策論，社会システムの計
画

都市計画・地域計画，
景観デザイン，公共政
策，環境・経済システム

社 会 工 学
（４学科目）

開発システム工学概論，開発システム土木工学，開発システム工業数学・演習，開
発システム電気情報工学，開発システム工学コロキウム，開発システム化学工
学，開発システム演習，開発システム機械工学，メカトロ要素，開発システム
工学概論，開発システムフィールドワーク

開発システム工学開発システム工学
（１学科目）

生命理工学部（２学科，１３学科目）

授 業 科 目 例学 科 目学　　科

生物化学（生命科）第一，分子生物学，細胞生物学，分子生物学
第一，微生物科学，発生生物学，生物学第一，細胞構築学，生体
情報学，物理化学（生命科）第一，生物物理学，生物学第二

生化学，細胞生物学，生体反応学，
発生生物学，情報生体科学，生体
物理化学，生物科学

生 命 科 学
（７学科目）

生物化学 （生命工） 第一，生物有機科学第一，化学工学概論，生物
化学工学，遺伝子工学，生物工学基礎，細胞工学，分子生物学，
物理化学第一，高分子科学，有機化学 （生命工） 第一，生物物理化
学第一

生物機能工学，生物化学工学，遺
伝子工学，細胞工学，生体材料学，
生体システム学

生 命 工 学
（６学科目）
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８．大学院（５研究科，４３専攻，１研究施設）

理工学研究科（２０専攻，１研究施設）

兼担教官等の所属する講座等名講 座 ・ 研 究 部 門 等 名専 攻 名 等

計算機支援情報科学，数理科学代数構造論，代数空間論，幾何学，位相数学，
解析学，大域数学数 学

基礎物理学理論，基礎物理学実験，境界領域基
礎物理学基 礎 物 理 学

量子表面，極低温物性研究センター量子物性物理学，統計固体物理学，応用物理学，
分子物理学，量子基礎実験，新領域物性物理学物 性 物 理 学

炭素循環素材研究センター，火山流体研究セン
ター

分子凝縮系化学，分子化学，有機化学，地球環
境化学，☆エネルギー環境化学，☆火山化学化 学

火山流体研究センター地球惑星物理学，地球惑星進化学，太陽系創世
学，宇宙探査学地球惑星科学

物質構造，物質変換，物質設計，物質機能物 質 科 学

材料構造機能，材料機能評価，環境適応型物質，
超機能物質

金属物理学，金属化学，材料設計工学，無機機
能材料，無機環境材料，複合材料材 料 工 学

高分子科学，ソフトマテリアル，有機材料工学有機・高分子物質

分子機能設計，化学反応設計応 用 化 学

技術構造分析，学術国際情報センタープロセス解析，プロセス設計，プロセス操作，
☆情報解析化 学 工 学

感性情報フロンティア，ニューフロンティア基
礎，機械運動制御，精巧機器，エネルギー環境，エ
ネルギー変換システム，エネルギー創造，人間
環境情報学，情報環境基礎

熱流体科学，ダイナミクス調和工学，機械シス
テム学，創成工学，構造システム科学機械物理工学

学部学生の標準的な教育課程

学士論文研究開始
↓

学科所属
↓

４３２第１学年

８７６５４３２第１学期

文 系 基 礎 科 目
総 合 科 目
情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 科 目 Ｌ ゼ ミ 科 目

健康・スポーツ科目

学士論文研究

理工系広域科目環 境 教 育 科 目

Ｆ ゼ ミ 科 目

理工系基礎科目 基礎専門科目

国際コミュニケーション科目�，�，上級

教職に関する科目
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兼担教官等の所属する講座等名講 座 ・ 研 究 部 門 等 名専 攻 名 等

炭素循環素材研究センター
知能工房学，材料機能システム学，エネルギー
工学，動的システム学，計測制御学，システム
制御，☆地球環境工学

機械制御システム

極限熱流体力学，構造設計学，機械創造学機械宇宙システム

マルチメディア情報処理，教育工学，エネルギ
ー創造，超高輝度光工学，進化情報デバイス，
量子効果エレクトロニクス研究センター

自律システム工学，電力エネルギー，通信伝送
工学，☆光デバイス工学，［エネルギー・マネー
ジメント］

電気電子工学

進化情報デバイス，教育工学，量子効果エレク
トロニクス研究センター

先端電子工学，電気電子物性，集積デバイス，
☆量子デバイス物理電子物理工学

情報統合システム学，認知機構学，教育工学，
学術国際情報センター，理財工学研究センター

先端情報システム，高機能集積システム，情報
通信システム，☆知的ネットワーク集積システム

ニューフロンティア基礎，自然環境，統合情報
環境学，情報環境設計学

社会基盤工学，広域環境工学，国土計画工学，
［鋼橋設計工学］土 木 工 学

情報環境設計学，文教施設研究開発センター建築基礎学，建築計画学，建築設計学，環境建
築学，☆地域施設計画学建 築 学

留学生センター国際環境，開発基盤工学，開発産業システム，
☆国際共存国際開発工学

エネルギー変換システム，エネルギー環境シス
テム，直接変換システム，超高輝度光工学，環
境エネルギー工学，学術国際情報センター

エネルギー工学，物質工学，システム・安全工
学原 子 核 工 学

※広域理学 （理学研究流動機構），工学基礎科学共 通 講 座

情報記録，像情報解析，像情報システム，応用
画像，知的システム，［ヘルスケア情報］

像 情 報 工 学
研 究 施 設

［　］内は，寄附講座又は寄附研究部門
☆印は，協力講座
※印は，客員講座

生命理工学研究科（５専攻）

講 座 名専 攻 名

バイオダイナミクス，バイオ構造化学，バイオ情報制御学，※広域生命科学分 子 生 命 科 学

情報・形態形成学，進化・統御学，細胞・発生生物学生 体 シ ス テ ム

生命情報医科学，高次生命情報，生命情報工学，※広域生命情報生 命 情 報

細胞・分子工学，生体分子プロセス，生物機能工学生 物 プ ロ セ ス

生体分子物性，生体材料設計，生体機能制御工学，※広域生体機能工学生体分子機能工学

※印は，客員講座
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総合理工学研究科（１１専攻）

協 力 講 座 名基 幹 講 座 名専 攻 名

※超機能物質，※物質ダイナミクス※環境適応型物質物 質 科 学 創 造

錯体電子化学，触媒電子化学，有機電子化学，生物電子
化学，電子分光化学，固体物性化学※分子変換，※物質エネルギー変換物 質 電 子 化 学

超環境物質合成，低負荷物質合成，精密構造解析，電子
活性物質，相乗機能物質，材料機能評価，材料構造設計※材料構造機能，※量子表面材 料 物 理 科 学

環境エネルギー工学，環境材料工学，環境構造工学，環
境安全工学，環境化学システム※自然環境，※社会環境環境理工学創造

都市空間，都市環境，景観工学，環境設備※人間環境評価，※人間都市計画，
※ニューフロンティア基礎人間環境システム

エネルギー環境システム，直接変換システム，超高輝度
光工学

※エネルギー環境，※エネルギー変
換システム，※エネルギー創造創造エネルギー

環境分子変換，化学プロセス計画，高分子プロセス，化
学環境プロセス設計，環境調和分子設計，環境微生物工
学

※環境解析構築，※環境プロセス化
学化 学 環 境 学

情報像処理，イメージング工学，情報資源学，情報シス
テム，創造光情報デバイス，感性情報フロンティア

※未来型情報システム，※進化情報
デバイス

物理情報システム
創 造

精密機構学，超精密測定学，精密加工学，精密伝達工学，
機械運動制御，精巧機器情報変換学，自動設計学精密機械システム

知的機能形成，知覚認識機構，脳情報伝達，神経情報演
算，システム解析，システム情報科学，生産システム

※知能システム基礎，※複雑システ
ム解析，※創発システム知能システム科学

知的電子デバイス，波動応用機能デバイス，生体情報シ
ステム，物質情報フロンティア

※新機能電子デバイス，※新機能情
報システム電子機能システム

※印は，大講座

情報理工学研究科（３専攻）

兼担教官等の
所属する講座等大 講 座 名　（分 野 名）専 攻 名

学術国際情報センター
計算機支援情報科学（計算機支援数理，ソフトウェア界面，数理情報
科学），数理科学（離散数理，非線形数理，統計数理，計画数理），計
算科学（ソフトウェア解析，ソフトウェア構成）

数理・計算科学

通信伝送工学，国際環
境，開発基盤工学，外
国語研究教育センター，
学術国際情報センター

情報統合システム学（ソフトウェア環境学，マルチメディア情報処理），
計算組織学（超高信頼性計算システム，非同期超並列アーキテクチャ），
ソフトウェア機構学（ソフトウェア設計論，ソフトウェア論理学），認
知機構学（知識工学，推論機構，計算言語学，情報認識機構）

計 算 工 学

動的システム学，シス
テム制御，材料機能シ
ステム学，計測制御学，
国土計画工学，国際環
境，計画理論

統合情報環境学（現象の情報化と意思決定，情報環境制御論，情報政
策科学，情報環境社会），人間環境情報学（人間環境情報，情報環境適
応），情報駆動システム（自律分散協調システム，情報環境センシング），
情報環境設計学（広域知識ベース，情報空間意匠論，知的情報基盤論）

情 報 環 境 学
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社会理工学研究科（４専攻）

兼担教官等の
所属する講座等大 講 座 名　（分 野 名）専 攻 名

外国語研究教育センタ
ー，留学生センター，
学術国際情報センター，
教育工学開発センター

人間開発科学（認知学習科学，教育システム開発，科学技術人材養成，
教育評価），行動システム（生体動態，身心相関，言語行為），☆教育
工学（学習メディア工学，先端学習システム）

人間行動システム

外国語研究教育センタ
ー，留学生センター

価値論理（価値構造，表象機能，価値表象，言説編成），社会数理（社
会システム，社会数理，社会計測），決定過程論（社会的選択，政経論
理，政治決定）

価 値 シ ス テ ム

理財工学研究センター，
工学基礎科学

開発・生産流通工学（技術開発戦略基盤，技術経営戦略工学，生産・
人間相関，プロセス評価），財務経営工学（経営計算，理財工学），経
営数理・情報（経営数理工学，経営情報システム），技術構造分析（技
術発達動態分析，科学社会連関分析，科学技術相関）

経 営 工 学

建築基礎学，統合情報
環境学，情報環境設計
学

国土・都市計画（都市計画，国土システム），公共システムデザイン
（公共制度，公共政策，公共空間），計画理論（計画システム，社会計
画，計画支援数理）

社 会 工 学

☆印は，協力講座

研　　究　　部　　門　　名（分　野　名）研 究 所

無機資源，新金属資源，有機資源，生物資源，触媒化学，高分子材料，合成化学，基礎測定，
生産設備，計測制御，化工設計，光機能化学，［分子反応設計］

資 源 化 学 研 究 所
（１３部門）
１研究施設 資源循環研究施設

知能化工学（知覚情報処理，認知機構，ヒューマンインターフェース），極微デバイス（電子
デバイス，光デバイス，波動応用デバイス），精機デバイス（超微細加工，精密機素，集積マ
シン），高機能化システム（制御システム，動的システム，知的システム），先端材料（材料
設計，極限材料，機能評価），［バイオティック集積工学］，［極微メカノプロセス］，｛特許情
報処理｝

精 密 工 学 研 究 所
（５大部門）
（２部門）
１研究施設

マイクロシステム研究センター

セラミックス機能（超機能薄膜，新機能開発，量子機能，ソフトプロセス）［機能応用］，セ
ラミックス解析（熱解析，結晶構造解析，電子解析）［超構造解析］，材料融合システム（極
限プロセス，極限材料，防災材料，複合構造材料［融合材料］）

応用セラミックス研究所
（３大部門）
１研究施設

構造デザイン研究センター

エネルギー工学（高密度エネルギー，高温エネルギー，エネルギー変換，複合機能流体），物
質工学（粒子線エネルギー，燃料サイクル，物質変換，物質分離），システム・安全工学（超
高速エネルギー，エネルギー材料，システム安全，システム構成）

原子炉工学研究所
（３大部門）

［　］は，客員部門
｛　｝は，寄附研究部門

９．附置研究所（４研究所，３研究施設）
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設 置 目 的センター等名称

本学における保健管理に関する専門的業務を行い，学生及び職員の健康の保持増進を図る。保健管理センター

大学教育を中心に教育工学的手法によって教育の改善に関する研究，開発，実践を行う。教 育 工 学 開 発
セ ン タ ー

本センターにおける研究・教育用情報システム，学内ネットワークシステム等の運用管理及
び関連する研究・開発を行う。また，情報を基盤とした国際共同研究を行い，諸外国との研
究・教育に関する国際交流を推進する。

学 術 国 際 情 報
セ ン タ ー

本学内外の研究者の協力を得て，極低温下における物性及び理工学に関する研究を行う。極 低 温 物 性 研 究
セ ン タ ー

産・学・官の連携に基づく共同研究を大学主導で計画的に推進し，かつ，高い創造力と起業
家精神を有する優れた学内の人材を支援し，ベンチャー企業の育成をする。

フロンティア創造
共同研究センター

学校施設をはじめとする教育・学術・スポーツ・文化施設について，社会の進展に寄与する
機能的，効果的な利用を図るための総合的な施設計画に関する研究開発を行う。

文教施設研究開発
セ ン タ ー

草津白根山をはじめ，全国の活動的火山において，化学的及び物理学的方法で総合的な火山
学の研究を行うとともに，学生に観測，調査等の実習及び研究の場として利用させる。

火 山 流 体 研 究
セ ン タ ー

留学生に対する日本語教育等及びこれに必要な調査，研究を実施するとともに修学及び生活上の相
談指導業務を体系的，総合的に行い，また，留学交流に関する教育指導の充実発展に寄与する。留 学 生 セ ン タ ー

組換えＤＮＡ実験その他の遺伝子実験に関する教育研究を行うとともに，組換えＤＮＡ実験
の促進と安全の確保を図る。遺 伝 子 実 験 施 設

地球温暖化に対処するため，CO２の炭素の資源燃料化・再利用システムを研究するとともに，
環境保全に係わる環境教育・広報活動を行う。

炭素循環素材研究
セ ン タ ー

ナノメートル構造で生じる量子効果による光・電子デバイスの飛躍的性能向上，新機能発現，
そのための結晶成長・加工・デバイス集積化法を研究

量子効果エレクトロ
ニクス研究センター

生物に関する高度な研究と教育を行うとともに，実験用生物を適切に維持・管理し，かつ良
質の実験環境を提供することにより，生物関連分野の進展に寄与する。生物実験センター

言語一般及び個別言語について基礎理論研究及び応用研究を行い，言語コミュニケーション理論の
発展及び異文化理解の深化を目指すとともに，本学における新しい言語教育システムの確立を図る。

外 国 語 研 究 教 育
セ ン タ ー

放射性同位元素等を利用する高度な教育研究を行うとともに，本学における放射性同位元素
等に係る安全管理及び教育訓練に関し中心的役割を担い，もって教育研究の進展に資する。

アイソトープ総合
セ ン タ ー

産・官・学連携の下に，高度な数理・情報工学的諸方法を用いて，記入・財務に関し先端技術研究を
推進するとともに，関係産業界への円滑な技術移転を図り，もって理財工学研究の発展に寄与する。

理 財 工 学 研 究
セ ン タ ー

１０．学内共同教育研究施設等

１１．研究科・附置研究所附属研究施設
設 置 目 的施 設 名部 局 名

情報の像化及び像のプロセス技術に関する研究を行う。像情報工学研究施設大学院理工学研究科

新しい生物機能を利用した資源リサイクルシステムの構築
に関する研究を行う。資源循環研究施設資 源 化 学 研 究 所

超高速・大容量の情報伝達・処理のための光電子システム
の基礎技術の研究を行う。マイクロシステム研究センター精 密 工 学 研 究 所

バウンダリーデザインによるセラミックスの特性発現と信
頼性向上に関する研究を行う。構造デザイン研究センター応用セラミックス

研 究 所
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１２．寄附講座及び寄附研究部門
設置部局教育研究領域の概要設置期間寄附者寄附講座・寄附研究部門

大学院理工学研究科
附属像情報工学研究
施設

ヘルスケア情報システムを社会イ
ンフラとして構築し，ヘルスケア
情報の高度利用を可能を可能にす
るための学問分野を確立する。

H９．１１．１
〜

H１２．１０．３１
（３年）

凸版印刷㈱ヘルスケア情報（凸版印
刷）寄附研究部門 H１２．１１．１

〜
H１５．１０．３１
（３年）

大学院理工学研究科
　土木工学専攻

構造材料の特性を十分に発揮でき
る新しい鋼橋の設計方法の確立を
目指し，合理的な橋梁構造につい
ての教育研究を行う。

H１０．８．１
〜

H１３．７．３１
（３年）

新日本製鐵㈱，日本
鋼管㈱，川崎製鉄㈱，
住友金属工業㈱，㈱
神戸製鋼所

鋼橋設計工学（新日鐵，
日本鋼管，川崎製鉄，住
友金属，神戸製鋼）寄附
講座

大学院理工学研究科
　電気電子工学専攻

地球環境に過大な負荷と影響を与
えずに，限られたエネルギー資源
を利用するという境界条件を満た
す電力・エネルギーシステム技術
に関わる教育研究を行う。

H１２．４．１
〜

H１５．３．３１
（３年）

東京電力㈱エネルギー・マネージメ
ント （東京電力） 寄附講座

精密工学研究所

特許情報データベースの効率的な
利用を実現する，高品質な検索技
術，高付加価値な特許情報提示技
術等を包括する，特許を対象にし
た情報処理の理論と技術を総合的
に体系化することを目指し，特許
情報処理の基礎的研究及びその応
用に関する研究を行う。

H１３．４．１
〜

H１５．３．３１
（２年）

�日本特許情報機構特許情報処理（JAPIO）
寄附研究部門

１３．研究体
　
　現在，本学が持っている研究と教育のポテンシャルを十二分に発揮して従来の組織にとらわれない「科学技
術の研究体」を横断的に組織し，創造プロジェクト研究を企画，推進するものであり，本構想による各プロジ
ェクト研究は，本学教官グループの自由意志に基づいた特徴あるテーマの研究を，産業界及び官界の協力を得
て，本学が学内組織として強力に推進するものである。各研究体は約１０年間を目途に研究を進めている。

設 置 時 期研　　　究　　　長研　　究　　体　　名

平 成 ４ 年 度大　山　永　昭　大学院理工学研究科教授近 未 来 健 康 社 会 シ ス テ ム

平 成 ４ 年 度三　木　千　壽　大学院理工学研究科教授都 市 基 盤 施 設

平 成 ４ 年 度國　枝　博　昭　大学院理工学研究科教授２１世紀に向けての超大規模集積回路自動設計

　　　　　　�企 業 等

　　　　　　�
他 大 学 ・
研究機関等

　　　　　　�海外協定大学他

東京工業大学

研究長センター長所　長研究科長学部長

セ
ン
タ
ー

研

究

所

大

学

院

学

部

研究体

研究委員会

評議会学　長
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１４．工学部附属工業高等学校
（平成１３年５月１日現在）

専　　　攻　　　科本　　　　　　　科

学 科 名 合計２学年１学年入学
定員

合計３学年２学年１学年入学
定員 計女男女男女男計女男女男女男女男

７０７０２０５２５８１２７９２３９０４０４０機 械 科

２５５２０２１１３９２５５３０５３０２８０２５４０電 気 科

８２９７３５３７４３６４０電 子 科

１２２１００３２７２０７７１２６５６３０６３５４０工業化学科

１９１１８７６４２２０６７１８４９９２６９２３４０建 築 科

１７７２２１５５２２１５５１ 年 次

６３１８４５９２２９２３９０５３７６３４７４２２１６０１９１５９２２１５５２００計

建　築　科工業化学科

電　子　科

機　械　科 電　気　科
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３

１

２

５ ６

７

すずかけ台キャンパス

①　総合研究館
②　アイソトープ総合センター
③　フロンティア創造共同研究センター
④　大学院総合理工学研究科
⑤　大学院生命理工学研究科
⑥　応用セラミックス研究所・合同棟
⑦　資源化学研究所・精密工学研究所

４
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１５．附属図書館

　本学図書館は，昭和５２年度に最初の理工学系外国雑誌センター館に指定され，他の分野（医学系等）の外国
雑誌センター館と調整・協力しつつ，理学・工学・技術分野の外国学術雑誌の網羅的収集に努めている。近年，
特に需要の増えている国際会議録，テクニカルレポートの収集にも力を注ぎ，収集した文献は全国の理工学系
研究者に活用されている。国立情報学研究所が提供している相互貸借サービスシステム（NACSIS-ILL）等を
利用した複写申し込みは，平成１２年度で約２７，０００件に上る。電子図書館を立ち上げ，インターネット上での情
報提供サービスの充実も図っている（http://www.libra.titech.ac.jp/）。

計文学語学芸術産業工学自然
科学

社会
科学歴史哲学総記区分

３７３，１１３２５，５９６８，１２８９，０６４１４，８７６１１２，５１３９４，４５６５６，７２８２１，８０６１８，８８３１１，０６３図　書
（冊）

和
漢
書 ４，８６４１３９２５３５７０７１，６９５１，７７８３２７３９２３９６雑　誌

（種）

４８５，２０３１６，９３０８，５３７９，３３２７，０６５１５４，９９８２２３，２５５３５，１５２６，３２４９，１３９１４，４７１図　書
（冊）

洋　
　

書 １２，６９９４２３９６３２１９６，３６９５，６２８２６７１７２３３２雑　誌
（種）

８５８，３１６４２，５２６１６，６６５１８，３９６２１，９４１２６７，５１１３１７，７１１９１，８８０２８，１３０２８，０２２２５，５３４図　書
（冊）

計
１７，５６３１８１６４９８９２６８，０６４７，４０６５９４５６４６１２８雑　誌

（種）

図書蔵書数 （平成１３年３月３１日現在）

開館時間

・授 業 期 間　月～金　９：００～２１：００　　土・日・祝日　１１：００～１７：００
・創立記念日／夏期休業日／冬期休業日（年末年始を除く）臨時の休業日及び３月
　　　　　　　月～金　９：００～１７：００　　土　１１：００～１７：００

計分　館 （すずかけ台地区）本　館 （大岡山地区）平成１２年度

６７９，８７２人１０１，１４５人５７８，７２７人入 館 者 数

１２７，６８９冊　２５，０３６冊１０２，６５３冊館 外 貸 出

　　７４２席　　１７２席　　５７０席座 席 数

全　　　景 １階　　閲覧室
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１６．情報処理・ネットワークシステム

１．コンピュータシステム
　　Computer System
　学術国際情報センターでは，スーパーコンピュータSGI 
Origin2000（256 CPU，約150GFLOPS)，NEC SX-5（16CPU，
128GFLOPS）が稼働している。センターではこの他に高性
能スカラー計算サーバを本学研究者，大学院生に提供してい
る。また，一般的情報処理教育のためにUNIXワークステー
ションとＸ端末を提供している。大岡山センターならびにす
ずかけ台分室に配置されたネットワークシステムはFDDI技
術に基づいており，かつ，両キャンパス間の計算機はTitanet
（TIT Academic Network）によって相互に接続されている。
センターには，この他，画像処理システム，大容量・高速フ
ァイルバックアップ装置が備えられている。
　

２．学内情報ネットワーク
　大岡山地区及びすずかけ台地区を，単一モード光ファイバー８本をまとめて１条のケーブルとしたものを，
東急大井町線・田園都市線沿いに敷設（ケーブル長２６．４km）し，テレビ信号やデータ信号を無中継伝送して
いる。
２�１　キャンパス情報ネットワーク Titanet

　Titanetは平成６年度から運用を開始した東京工業大学キャンパス情報ネットワークである。本学の大岡山と
すずかけ台の両キャンパス間を６００Mbpsの帯域で接続，各キャンパス内の建物間を１００Mbpsの帯域で接続して
いる。さらにTitanetは，SINET及びWIDEと接続しており，インターネット上の世界中のコンピュータと通信
をすることができる。
２�２　ATMマルチメディア・ネットワークシステム

　平成８年度から，ATMマルチメディア・ネットワークシステムの運用を開始した。これは，大岡山地区と
すずかけ台地区の距離を意識させない高度な教育・研究環境の提供を目指したもので，１）映像音声交換シス
テム，２）バーチャルキャンパスシステム，３）ATM基幹ネットワークシステム，４）映像音声処理システム，
の４つのサブシステムから構成される。
　また，このATMマルチメディア・ネットワークシステムを流れる音声・映像情報は，映像音声処理システ
ムによりTitanet上に送ることができる。

東工大情報ネットワークシステム（概念図）
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１ ２

３

５ ６

①　モデル化学実験室（化学専攻）
②　脚式走行ロボット Runbot 2（機械制御システム専攻）
③　ハードディスクのコンタクトスライダの研究
　　（機械制御システム専攻）

④　地球史資料館夏休み特別企画「地球と遊ぼう」
　　（地球史資料館）
⑤　YSEP（本学短期留学生制度）
　　ファクトリー・スタディー・ツアー（留学生センター）
⑥　生体分子解析システム（大学院生命理工学研究科）

４
“地球上のいろいろな石の比重の違いを比べてみよう”

於：東京電力／南横浜発電所
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１

２

５ ６

３

①　分子線エピタキシー装置
　　（フロンティア創造共同研究センター）
②　高性能二重収束質量分析計（資源化学研究所）
③　真空加工システム室（精密工学研究所）

④　高速液体クロマトグラフィー高分解能質量分析装置
　　（大学院総合理工学研究科）
⑤　コンビナトリアルレーザー分子線エピタキシー装置
　　（フロンティア創造共同研究センター）
⑥　テラワット極短パルスレーザーシステムと時間分解
　　ピコ秒Ｘ線回折システム（応用セラミックス研究所）

４
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１７．学生数等
１．学部 （平成１３年５月１日現在）

合計

在　　　　学　　　　生　　　　数
入学
定員学　　　科学

部 計４年次３年次２年次１年次

女男女男女男女男女男

１０２　　１　　１０１　　０　　５２　　１　　２７　　０　　２２　　２５数 学

理　
　

学　
　

部

２０２［２］１６　　１８６［２］４　　６７　　６　　６１［１］６　　５８［１］５４物 理 学

１２１　　９　　１１２　　３　　５０　　２　　３５　　４　　２７　　３７化 学

１０　　０　　１０　　０　　１０　　応 用 物 理 学

１３７［２］８［１］１２９［１］１［１］６０［１］４　　３６　　３　　３３　　３４情 報 科 学

１２３　　１５　　１０８　　２　　５６　　３　　２６　　１０　　２６　　３５地球惑星科学

２１９［１］１９　　２００［１］１９　　２００［１］１ 年 次

９１４［５］６８［１］８４６［４］１０［１］２９５［１］１６　　１８５［１］２３　　１６６［１］１９　　２００［１］１８５計

１１０［１］９　　１０１［１］２　　４４［１］５　　３０　　２　　２７　　３３金 属 工 学

工　
　
　
　
　

学　
　
　
　
　

部

８３［２］９［１］７４［１］３［１］３３［１］１　　２３　　５　　１８　　１２　　８６　　２０有機材料工学

１１０　　１４　　９６　　４　　３８　　６　　２６　　４　　３２　　３０無機材料工学

２３４［３］４７　　１８７［３］１７　　７３［１］１７　　６２［２］１３　　５２　　７０化 学 工 学

１１１　　１８　　９３　　５　　３８　　８　　３１　　５　　２４　　２０　　１１８［２］３０高 分 子 工 学

１７４［２］１２　　１６２［２］６　　５４　　３　　５３［１］３　　５５［１］５２機 械 科 学

１３６［１］５　　１３１［１］２　　５４　　０　　４０　　３　　３７［１］４０機械知能システム学

１４８［１］１１［１］１３７　　１　　４９　　６　　４９　　４［１］３９　　１０［１］２１２［９］４０機 械 宇 宙 学

１４８［２］４　　１４４［２］１　　５１［１］２　　４２　　１　　５１［１］４３制御システム工学

１２８［７］１４［４］１１４［３］４［１］４７［２］７［２］３５　　３［１］３２［１］３６経営システム工学

２４９［８］９　　２４０［８］３　　１３７［５］６　　１０３［３］電気・電子工学

１１４　　１　　１１３　　１　　６９　　０　　４４　　
１１［６］２５０［１４］

電子物理工学

８２［４］６［１］７６［３］６［１］７６［３］８２電気電子工学

２８１［１６］１７［２］２６４［１４］６［１］８８［６］４［１］７４［３］７　　１０２［５］１０２情 報 工 学

１１６［３］１１［１］１０５［２］５［１］４６［１］４　　２９［１］２　　３０　　３４土 木 工 学

１７８［９］５８［３］１２０［６］１９［１］５２［３］２１　　３５［３］１８［２］３３　　３３［１］１０６［２］４５建 築 学

１３５［２］１９　　１１６［２］７　　４７［１］３　　４３　　９　　２６　　３６社 会 工 学

１３２［５３］１９［１１］１１３［４２］７［４］５１［２３］３［２］３６［１２］９［５］２６［７］４０開発システム工学

８５８［３５］８６［８］７７２［２７］８６［８］７７２［２７］＊２０１ 年 次

３，５２７［１４９］３６９［３２］３，１５８［１１７］９３［９］９７１［４５］９６［５］７５５［２６］９４［１０］６６０［１９］８６［８］７７２［２７］７３３計

１５０［２］２５［１］１２５［１］１２［１］６８　　１３　　５７［１］７５生 命 科 学

生
命
理
工
学
部

１８５［７］４２［２］１４３［５］２３［２］７６［３］１９　　６７［２］７５生 命 工 学

３８［１］８　　３０［１］８　　３０［１］　生 命 理 学

４１　　７　　３４　　７　　３４　　　　生 体 機 構 学

５３［１］９［１］４４　　９［１］４４　　　　生 物 工 学

４７［３］１７［１］３０［２］１７［１］３０［２］生体分子工学

１７７［５］３６［３］１４１［２］　　３６［３］１４１［２］＊１０１ 年 次

６９１［１９］１４４［８］５４７［１１］４１［２］１３８［３］３５［３］１４４［３］３２　　１２４［３］３６［３］１４１［２］１５０計

５，１３２［１７３］５８１［４１］４，５５１［１３２］１４４［１２］１，４０４［４９］１４７［８］１，０８４［３０］１４９［１０］９５０［２３］１４１［１１］１，１１３［３０］１，０６８合　　　　計

１．＊印の定員は第３年次編入学定員
２．［　］内は留学生で内数
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２．大学院 （平成１３年５月１日現在）

博
士
後
期
総
合
計

博 士 後 期 課 程修
士
総
合
計

修 士 課 程

専 攻 名

研

究

科

在 学 生 数入
学
定
員

在 学 生 数入
学
定
員

計３年次２年次１年次計２年次１年次

女男女男女男女男女男女男女男

９　　２　　７　　０　　３　　１　　２　　１　　２　　８３２　　１　　３１　　０　　１５　　１　　１６　　２２数 学

理

工

学

研

究

科

３６　　２　　３４　　０　　１４　　２　　７　　０　　１３　　８５５［１］０　　５５［１］０　　２９［１］０　　２６　　２３基 礎 物 理 学

１８　　３　　１５　　１　　７　　０　　３　　２　　５　　１２６７　　３　　６４　　０　　３１　　３　　３３　　３５物 性 物 理 学

２０［１］４［１］１６　　１［１］５　　１　　６　　２　　５　　１２７６　　２０　　５６　　１０　　２９　　１０　　２７　　３５化 学

２　　０　　２　　０　　２　　－　　応 用 物 理 学

３０［３］４　　２６［３］３　　１２　　１　　７［２］０　　７［１］７３８　　８　　３０　　５　　１５　　３　　１５　　１９地球惑星科学

２０［４］３　　１７［４］０　　７［２］３　　４［１］０　　６［１］１０７１［２］１４［２］５７　　８［２］２７　　６　　３０　　２９物 質 科 学

３０［５］５　　２５［５］２　　９［２］０　　１０［３］３　　６　　１３９７［４］１２［１］８５［３］１０［１］３７［１］２　　４８［２］３６材 料 工 学

２［１］０　　２［１］０　　２［１］－　　金 属 工 学

５９［１７］８［５］５１［１２］２［１］１９［４］５［４］１８［６］１　　１４［２］１５１０４［８］１９［３］８５［５］１２［３］４５［４］７　　４０［１］４６有機・高分子物質

３［１］０　　３［１］０　　３［１］－　　有機材料工学

２９［２］３［１］２６［１］１　　６［１］１［１］９　　１　　１１　　７５０　　１０　　４０　　４　　１９　　６　　２１　　２０応 用 化 学

２３［９］４［３］１９［６］２［２］１２［４］１［１］６［２］１　　１　　９６１［４］６［２］５５［２］１　　３０［２］５［２］２５　　２６化 学 工 学

４［１］０　　４［１］０　　４［１］－　　高 分 子 工 学

８［２］２　　６［２］２　　６［２］１　　０　　１　　０　　１　　機 械 工 学

２　　０　　２　　０　　２　　２　　０　　２　　０　　２　　生産機械工学

１６［８］２［１］１４［７］０　　６［１］０　　６［４］２［１］２［２］１２８１［３］６　　７５［３］３　　３８［３］３　　３７　　３５機械物理工学

９［５］０　　９［５］０　　９［５］２［１］０　　２［１］０　　２［１］制 御 工 学

１４［７］０　　１４［７］０　　６［２］０　　８［５］１５１１０［１０］７［２］１０３［８］４［２］４６［４］３　　５７［４］４３機械制御システム

１２［１］０　　１２［１］０　　８［１］０　　４　　９６２［１］２　　６０［１］１　　２７［１］１　　３３　　２４機械宇宙システム

１９［１０］０　　１９［１０］０　　１９［１０］４［２］０　　４［２］０　　４［２］電気・電子工学

１０［６］０　　１０［６］０　　７［５］０　　３［１］１０７３［８］０　　７３［８］０　　３３［４］０　　４０［４］２７電気電子工学

２０［７］０　　２０［７］０　　７［３］０　　７［２］０　　６［２］９７２［３］０　　７２［３］０　　３４［３］０　　３８　　２８電子物理工学

１８［４］０　　１８［４］０　　７［１］０　　１１［３］１０７５［１２］４［２］７１［１０］３［２］２９［２］１　　４２［８］２７集積システム

２９［１４］２［１］２７［１３］１　　１４［８］０　　４［１］１［１］９［４］８５０［６］３［１］４７［５］２［１］２３［５］１　　２４　　２１土 木 工 学

２０［３］２［１］１８［２］１　　７　　０　　６　　１［１］５［２］１１８５［５］２１［１］６４［４］１２［１］３５［４］９　　２９　　３２建 築 学

１５［８］２［２］１３［６］０　　２［１］０　　８［４］２［２］３［１］９５３［１３］６［２］４７［１１］２［１］２７［７］４［１］２０［４］２４国際開発工学

３７［１０］４［１］３３［９］０　　２０［６］１［１］７［２］３　　６［１］７６６［２］４　　６２［２］１　　３９［２］３　　２３　　１４原 子 核 工 学

５１４［１２９］５２［１６］４６２［１１３］１６［４］１９７［５２］１６［７］１３８［３６］２０［５］１２７［２５］２０１１，３８７［８５］１４６［１６］１，２４１［６９］７８［１３］６１７［４６］６８［３］６２４［２３］５６６計

２７［４］５［２］２２［２］５［２］２２［２］２［１］０　　２［１］０　　２［１］バイオサイエンス

生
命
理
工
学
研
究
科

３０［９］６［２］２４［７］６［２］２４［７］－　　　バイオテクノロジー

２５［５］５［２］２０［３］０　　７［２］５［２］５［１］０　　８　　８４８　　７　　４１　　３　　２１　　４　　２０　　２１分子生命科学

２１［１］６　　１５［１］２　　１１［１］４　　４　　６４６　　１１　　３５　　７　　１４　　４　　２１　　１８生体システム

４５［５］９［２］３６［３］１　　１０［１］５［１］１４［１］３［１］１２［１］６５５［２］１２　　４３［２］６　　２２［１］６　　２１［１］１８生 命 情 報

１５［１］０　　１５［１］０　　６［１］０　　９　　７５０［１］１８［１］３２　　７［１］１８　　１１　　１４　　２０生物プロセス

２４［８］３［２］２１［６］２［１］９［３］１［１］７［２］０　　５［１］８５１［３］１２［１］３９［２］５　　１８［１］７［１］２１［１］２１生体分子機能工学

１８７［３３］３４［１０］１５３［２３］１４［５］７２［１５］１３［４］４３［６］７［１］３８［２］３５２５２［７］６０［２］１９２［５］２８［１］９５［３］３２［１］９７［２］９８計



32

博
士
後
期
総
合
計

博 士 後 期 課 程修
士
総
合
計

修 士 課 程

専 攻 名

研

究

科

在 学 生 数入
学
定
員

在 学 生 数入
学
定
員

計３年次２年次１年次計２年次１年次

女男女男女男女男女男女男女男

５３［１１］３　　５０［１１］１　　２９［８］０　　９［１］２　　１２［２］２２８８［１］４　　８４［１］３　　４３［１］１　　４１　　２７物質科学創造

総

合

理

工

学

研

究

科

６０［１２］１１［４］４９［８］２　　２２［６］７［４］１２［２］２　　１５　　２０１０７［４］２３［３］８４［１］１３［３］３７［１］１０　　４７　　４４物質電子化学

４２［６］１［１］４１［５］１［１］１４［４］０　　１４［１］０　　１３　　１９１０２［２］１２　　９０［２］８　　４５［１］４　　４５［１］４１材料物理科学

５３［１０］５［１］４８［９］２［１］１８［３］１　　１８［５］２　　１２［１］２６１０９［６］２６　　８３［６］１６　　４７［３］１０　　３６［３］３１環境理工学創造

３４［６］８［１］２６［５］４［１］１０［２］３　　１０［３］１　　６　　１８１００［５］３０［２］７０［３］１７［２］３８［３］１３　　３２　　４４人間環境システム

２５［３］２　　２３［３］０　　９　　２　　８［３］０　　６　　１７９５［２］５　　９０［２］３　　４５［２］２　　４５　　４１創造エネルギー

４５［１２］５［５］４０［７］４［４］１５［５］０　　１４［２］１［１］１１　　１６９９［８］２７［４］７２［４］１７［４］３９［２］１０　　３３［２］３４化 学 環 境 学

１［１］１［１］０　　１［１］０　　－　物理情報工学

３５［１］１　　３４［１］０　　１１　　１　　１０［１］０　　１３　　２７１０８［２］１０　　９８［２］３　　４４［１］７　　５４［１］４２物理情報システム創造

１８［９］０　　１８［９］０　　４［３］０　　６［３］０　　８［３］１０７４［２］１　　７３［２］１　　４０［１］０　　３３［１］２２精密機械システム

６４［１５］１［１］６３［１４］０　　２１［６］１［１］２３［２］０　　１９［６］３１１２７［７］６［１］１２１［６］２　　６１［２］４［１］６０［４］７６知能システム科学

１［１］０　　１［１］０　　１［１］－　電子システム

１０［２］１　　９［２］０　　３［１］０　　３［１］１　　３　　１３７５［３］８　　６７［３］３　　３２［１］５　　３５［２］３１電子機能システム

４４１［８９］３９［１４］４０２［７５］１５［８］１５７［３９］１５［５］１２７［２４］９［１］１１８［１２］２１９１，０８４［４２］１５２［１０］９３２［３２］８６［９］４７１［１８］６６［１］４６１［１４］４３３計

３４［４］４［２］３０［２］３［２］１７［１］０　　４　　１　　９［１］１０６０［２］７［１］５３［１］２［１］３１　　５　　２２［１］２８数理・計算科学情
報
理
工
学
研
究
科

５１［１８］７［４］４４［１４］３［２］１６［６］０　　１３［３］４［２］１５［５］１２９２［１０］８［３］８４［７］４［２］３８［４］４［１］４６［３］３４計 算 工 学

１９［５］２［１］１７［４］０　　８［２］１［１］６［２］１　　３　　１３８７［４］１４　　７３［４］１１　　３３［２］３　　４０［２］３６情 報 環 境 学

１０４［２７］１３［７］９１［２０］６［４］４１［９］１［１］２３［５］６［２］２７［６］３５２３９［１６］２９［４］２１０［１２］１７［３］１０２［６］１２［１］１０８［６］９８計

３８［２］１４［１］２４［１］８　　１３　　５［１］７　　１　　４［１］１１５８［２］１４　　４４［２］６　　２１　　８　　２３［２］２４人間行動システム社
会
理
工
学
研
究
科

５２［８］１０［５］４２［３］４［２］２７［１］４［２］９［１］２［１］６［１］９５３［９］１３［４］４０［５］９［３］１９［３］４［１］２１［２］１２価値システム

３７［１２］６［３］３１［９］２［１］１７［３］２［２］８［４］２　　６［２］１３７２［１２］７［３］６５［９］２［１］３７［４］５［２］２８［５］３１経 営 工 学

２１［５］７［２］１４［３］３［１］９［２］１　　３［１］３［１］２　　１１６１［２］１５［１］４６［１］９［１］２２［１］６　　２４　　２８社 会 工 学

１４８［２７］３７［１１］１１１［１６］１７［４］６６［６］１２［５］２７［６］８［２］１８［４］４４２４４［２５］４９［８］１９５［１７］２６［５］９９［８］２３［３］９６［９］９５計

１，３９４［３０５］１７５［５８］１，２１９［２４７］６８［２５］５３３［１２１］５７［２２］３５８［７７］５０［１１］３２８［４９］５３４３，２０６［１７５］４３６［４０］２，７７０［１３５］２３５［３１］１，３８４［８１］２０１［９］１，３８６［５４］１，２９０合　　　計

（注）［　］内は留学生で内数

３．研究生 （平成１３年５月１日現在）

合　計その他
原子炉
工　学
研究所

応用セラ
ミックス
研 究 所

精　密
工　学
研究所

資　源
化　学
研究所

大学院
社　会
理工学
研究科

大学院
情　報
理工学
研究科

大学院
総　合
理工学
研究科

大学院
生　命
理工学
研究科

大学院
理工学
研究科
工学系

大学院
理工学
研究科
理学系

区　分

１０３１３５３１１１１２５１２３１１９日本人

８２６１３４３７１２８４３２２外国人

１８５７４８７４１８２４１３１６６３２１合　計

その他は学術国際情報センター等学内共同教育研究施設
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１８．留学生 （平成１３年５月１日現在）

計研 究 生博士後期課程修士課程学　　部課程
国・地域名

１１１８１１イ ラ ン ・ イ ス ラ ム 共 和 国

ア　
　
　

ジ　
　
　
　

ア　
（ 　
 
）
６８１

１１イ ス ラ エ ル 国
２２シ リ ア ・ ア ラ ブ 共 和 国
５２３イ ン ド
６１１０２１２１９イ ン ド ネ シ ア 共 和 国
２２２５５１０ヴェトナム社会主義共和国
５１２２ラ オ ス 人 民 民 主 共 和 国
９１２６シ ン ガ ポ ー ル 共 和 国
７２４１スリランカ民主社会主義共和国
５３８２８１１６タ イ 王 国
１５４２９８９２５１１大 韓 民 国
１２１４５２台 湾
２４８３７６７６３８１中 華 人 民 共 和 国
５１２２モ ン ゴ ル 国
４４パキスタン・イスラム共和国
２４３１６５バングラデシュ人民共和国
１０４３３ネ パ ー ル 王 国
４４フ ィ リ ピ ン 共 和 国
３５１８２６マ レ ー シ ア
１１ミ ャ ン マ ー 連 邦
５２２１ト ル コ 共 和 国
２１１サ ウ ジ ア ラ ビ ア 王 国
１１ヨルダン・ハシミテ王国
２２オ ー ス ト ラ リ ア大洋

（３） １１フ ィ ジ ー 諸 島 共 和 国
１０２８エジプト・アラブ共和国ア

フ
リ
カ （　

）
１９

３１１１チ ュ ニ ジ ア 共 和 国
３１２モ ロ ッ コ 王 国
１１アルジェリア民主人民共和国
１１ナイジェリア連邦共和国
１１セ ネ ガ ル 共 和 国
１１イ タ リ ア 共 和 国

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（　

）
４４

２１１ク ロ ア チ ア 共 和 国
４３１ギ リ シ ャ 共 和 国
６３２１ド イ ツ 連 邦 共 和 国
１１ハ ン ガ リ ー 共 和 国
７１２４フ ラ ン ス 共 和 国
１１ポ ル ト ガ ル 共 和 国
１１ポ ー ラ ン ド 共 和 国
２１１オ ラ ン ダ 王 国
１１マ ケ ド ニ ア
１１エ ス ト ニ ア 共 和 国
１１ア イ ス ラ ン ド 共 和 国
２２チ ェ コ 共 和 国
１１ス ロ バ キ ア 共 和 国
３１２ル ー マ ニ ア
９３５１ロ シ ア 連 邦
１１ベ ラ ル ー シ 共 和 国
３３ア メ リ カ 合 衆 国北

ア
メ
リ
カ （　

）
２１

９２３４メ キ シ コ 合 衆 国
３２１カ ナ ダ
１１キ ュ ー バ 共 和 国
１１エ ル サ ル バ ド ル 共 和 国
３１１１グ ア テ マ ラ 共 和 国
１１ホ ン ジ ュ ラ ス 共 和 国
７５２ブ ラ ジ ル 連 邦 共 和 国

南
ア
メ
リ
カ （　

）
１３

１１コ ロ ン ビ ア 共 和 国
１１ペ ル ー 共 和 国
１１チ リ 共 和 国
１１ア ル ゼ ン チ ン 共 和 国
１１ボ リ ビ ア 共 和 国
１１エ ク ア ド ル 共 和 国
７８１１２８３０５１７６１７２計

（注）「研究生」の中には，日本語研修生及び特別聴講学生を含む。
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留学生数の変遷

473

299

125

49

523

331

130

62

619

396

140

83

667

447

105

115

731

478

142

111

769

483

165

121

768

466

180

122

764

469

178

117

750

468

173

109
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東京工業大学大学院国際大学院コース入学状況（１０月入学者） （平成１３年５月１日現在）

平 成 ９ 年 度平 成 ８ 年 度平 成 ７ 年 度区　分

研究科名 計博士後期課程修士課程計博士後期課程修士課程計博士後期課程修士課程

２４１５９３０１４１６３１１６１５理 工 学 研 究 科

１２５７１０５５７５２生命理工学研究科

６３３１１６５６３３総合理工学研究科

６１５６２４５２３情報理工学研究科

３２１６１５社会理工学研究科

５１２６２５６３２８３５４９２６２３計

平 成１２年 度平 成１１年 度平 成１０年 度区　分

研究科名 計博士後期課程修士課程計博士後期課程修士課程計博士後期課程修士課程

２８１４１４１９７１２２１１２９理 工 学 研 究 科

６５１５３２８５３生命理工学研究科

１７１１６１４８６１８１１７総合理工学研究科

４２２４２２３０３情報理工学研究科

１１０５２３４２２社会理工学研究科

５６３３２３４７２２２５５４３０２４計
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１

３

①　ボート部
②　アメリカンフットボール部
③　ワンダーフォーゲル部

④　コールクライネス
⑤　マイスター
⑥　サイクリング部（レース班）

２

課外活動

６

４

第４１回東日本学生選手権自転車競技大会
男子１�タイム・トライアル　１位

５

鳥人間コンテスト　４位（２０００夏）
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１９．研究員等
研究員 （平成１２年度）

合　計
日本学術振興会特別研究員プロジェクト

研 究 員
文部省内地
研 究 員 等

科学教育研
究室研究生

私学研
修員等

民間等共同
研 究 員

受 託
研 究 員部 局 名

計DC１DC２PD

４４４１１８８１５１２大学院理工学研究科（理学系）

60３２２１６５１１６１１大学院理工学研究科（工学系）

４２２６１３４９４５７大学院生命理工学研究科

３７１７５５７１９１大学院総合理工学研究科

２６４２２２２大学院情報理工学研究科

９６１２３１２大学院社会理工学研究科

２８１５７４４４８１資 源 化 学 研 究 所

１３４３１１５３精 密 工 学 研 究 所

１１６３２１２３応用セラミックス研究所

３２１１３１原 子 炉 工 学 研 究 所

２１１１教育工学開発センター

１１理工学国際交流センター
（現　学術国際情報センター）

１９３１２１５１フロンティア創造共同研究センター

１１遺 伝 子 実 験 施 設

１１１量子効果エレクトロ
ニクス研究センター

１１１生 物 実 験 セ ン タ ー

３２７１５８７６３４４８９３３０１２５２９計

（注）日本学術振興会特別研究員は，新規採用及び継続を含む。

客員研究員

（受入別） （平成１２年度の延人数）
人数部　　局　　名

３１大学院理工学研究科（理学系）

９１大学院理工学研究科（工学系）

１２大学院生命理工学研究科

１７大学院総合理工学研究科

２２大学院情報理工学研究科

９大学院社会理工学研究科

５資 源 化 学 研 究 所

５精 密 工 学 研 究 所

１２応用セラミックス研究所

２２原 子 炉 工 学 研 究 所

３量子効果エレクトロニクス研究センター

５理工学国際交流センター
（現　学術国際情報センター）

６フロンティア創造共同研究センター

２４０計

（国・地域別）

人数国・地域名人数国・地域名人数国・地域名

１スロバキア共和国１ニュージーランド４バングラデシュ人民共和国

１ス ペ イ ン２アルジェリア民主人民共和国４８中華人民共和国

１ス イ ス 連 邦１カメルーン共和国１２イ ン ド

７連 合 王 国３エジプト・アラブ共和国１イラン・イスラム共和国

１カザフスタン共和国１ベ ル ギ ー 王 国７インドネシア共和国

１モルドバ共和国１チ ェ コ 共 和 国４イ ス ラ エ ル 国

２ロ シ ア 連 邦３フィンランド共和国６日 本 国

２カ ナ ダ９フランス共和国４１大 韓 民 国

２メキシコ合衆国１３ドイツ連邦共和国２モ ン ゴ ル 国

１３アメリカ合衆国１ギリシャ共和国１１フィリピン共和国

２ブラジル連邦共和国４ハンガリー共和国３シンガポール共和国

１コロンビア共和国１ア イ ル ラ ン ド４タ イ 王 国

４そ の 他３イタリア共和国３ト ル コ 共 和 国

３オランダ共和国３ベトナム社会主義共和国

２ポーランド共和国２台 湾

２４０計（４４か国）２ル ー マ ニ ア１オーストラリア
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２０．国際交流
学術交流協定締結大学等一覧（大学間協定：７１機関） �������� 平成１３年５月１日現在

協定の主な内容開始年月協定締結相手大学等名国　　　　　名
教，学，情１９８０． １０ハルピン工業大学

中 華 人 民 共 和 国

教，学，情１９８５．　４清華大学
教，学，情１９９１．　８上海交通大学
教，学，情１９９１．　８北京大学
教，学，情１９９１．　８西安交通大学
教，学，情１９９３．　９浙江大学
教，学，情１９９３． １２北京理工大学
教，学，情１９９７．　９中国科学技術大学
教，学，情１９９４．　７インド工科大学デリー校イ ン ド
教，学，情１９８８．　６バンドン工科大学

イ ン ド ネ シ ア 教，学，情１９９２． １２インドネシア大学
教，学，情２０００．　２ガジャマダ大学
教，学，情１９９１． １２イスラエル工科大学イ ス ラ エ ル
教，学，情２０００． １１シャリフ工科大学イ ラ ン
教，学，情１９８６．　５韓国科学技術院

大 韓 民 国

教，情１９９１． １２韓国科学技術研究院
教，学，情１９９２．　７韓国海洋大学
教，学，情１９９２．　９高麗大学
教，学，情１９９３．　７慶北大学
教，学，情１９９５．　４全北国立大学
教，学，情１９９６．　４漢陽大学
教，学，情１９９２．　５デラサール大学

フ ィ リ ピ ン
教，学，情１９９２．　８フィリピン大学
教，学，情１９９１．　２シンガポール大学シ ン ガ ポ ー ル
教，学，情１９８５． １０チュラロンコン大学

タ イ
教，学，情１９９２． １１キングモンクット工科大学ラカバン校
教，学，情１９９６．　３タマサート大学
教，学，情１９９６． １２カセサート大学
教，学，情１９９７． １１国立成功大学

台 湾 教，学，情１９９８． １１国立清華大学
教，学，情１９９９．　１国立台湾大学
教，学，情１９９２． １２中東工科大学

ト ル コ
教，学，情１９９８．　３ボアージチ大学
教，学，情１９９５．　８ハノイ工科大学

ベ ト ナ ム 教，学，情１９９５．　８ハノイ大学
教，学，情１９９５．　８ハノイ数学研究所
教，学，情１９９４．　８メルボルン大学オ ー ス ト ラ リ ア
教，学，情１９９７．　８ヨハネス・ケプラー大学オ ー ス ト リ ア
教，学，情１９９２．　９ゲント大学

ベ ル ギ ー
教，学，情１９９４．　５ブラッセル自由大学
教，学，情１９９２．　９デンマーク工科大学デ ン マ ー ク
教，学，情１９９５． １０ヘルシンキ工科大学

フ ィ ン ラ ン ド
教，学，情１９９８．　４ラッペンランタ工科大学
教，学，情１９９２．　９国立ポンゼショセ大学フ ラ ン ス
学１９８２．　７ミュンヘン工科大学

ド イ ツ 連 邦 共 和 国
教，学，情１９９２．　４シュツッツガルト大学
教，学，情１９９７．　３ボローニヤ大学

イ タ リ ア
教，学，情１９９８．　９ローマ大学
教，学，情１９９５．　９ライデン大学オ ラ ン ダ
教，学，情１９９３．　２ノルウェー工科・自然科学大学ノ ル ウ ェ ー
教，学，情１９９３．　６モスクワ物理工科大学

ロ シ ア
教，学，情１９９９． １１ノボシビルスク国立大学
教，学，情１９９１．　９スウェーデン王立工科大学

ス ウ ェ ー デ ン
教，学，情１９９２． １０シャルマーズ工科大学
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協定の主な内容開始年月協定締結相手大学等名国・地域名
教，学，情１９７８．　９スイス連邦工科大学ス イ ス
教，学，情１９７９．　５マンチェスター工科大学

連 合 王 国

教，学，情１９９２．　９インペリアルカレッジ
教，学，情１９９３．　２ストラスクライド大学
教，学，情１９９３．　３リーズ大学
教，学，情１９９３．　９サレイ大学
教，情２００１．　３ケンブリッジ大学チャーチルカレッジ

教，学，情１９９５．　５アルバータ大学

ア メ リ カ 合 衆 国

教，学，情１９７４．　５ワシントン大学
教，学１９８８．　４カリフォルニア大学

教，学，情１９９２．　７オレゴン州立大学
教，学，情１９９２．　８ウィスコンシン大学マディソン校
教，学，情１９９２．１１メリーランド大学ボルティモア校、カレッジパーク校
教，学，情１９９３．　６オハイオ州立大学
教，学，情２００１．　１ジョージア工科大学
教，学，情１９９１．　５サンパウロ大学

ブ ラ ジ ル
教，学，情１９９２．１０ブラジル航空工科大学

教：教官，研究者交流　学：学生交流　情：学術情報交換

協定の主な内容本 学 関 係 部 局開始年月協定締結相手大学等名国　　　　名
教，情工学部，大学院総合理工学研究科１９８０．　８北京科学技術大学（旧北京鋼鉄学院）

中華人民共和国
教，学，情原子炉工学研所１９９６．１２北京科学技術大学物理化学科
教，学，情工学部・機械系学科１９８９．　１清華大学力学関係交流会
教，学，情工学部・土木工学科１９９３．１１浙江大学土木工程学系
教，学，情工学部制御システム工学科北川研究室１９８６．　９北京理工大学機電一体化中心
教，情原子炉工学研究所１９９７．　６インドネシア原子力庁イ ン ド ネ シ ア
教，情原子炉工学研究所１９９３．　８韓国科学技術院先端原子力工学研究センター

大 韓 民 国

教，情工学部・無機材料工学科１９９６．　５韓国科学技術院材料界面科学技術研究センター
教，情応用セラミックス研究所１９９６．　５ソウル大学分子触媒研究センター
教，学，情工学部・機械科学科１９９９．　４ソウル大学機械宇宙工学科
教，学，情大学院理工学研究科国際開発工学専攻１９９９．　９延世大学工学部化学工学科
教，学，情工学部・機械科学科１９９８．１１朝鮮大学校輸送機械部品工場自動化研究所
教，学，情工学部・土木工学科１９９３．　４フィリピン大学土木関係学科等フ ィ リ ピ ン
学，情工学部，大学院社会理工学研究科１９９８．　４シドニー工科大学

オーストラリア
教，学，情工学部・建築学科１９９９．　８ロイヤル・メルボルン工科大学建設環境工学部建築学科
学工学部２０００．　７パリ建築大学ヴィレット校フ ラ ン ス
教，情量子効果エレクトロニクス研究センター１９９４．　９ポール・ドゥルード固体物理学研究所

ドイツ連邦共和国
学大学院総合理工学研究科１９９７．１２ケルン大学数理学研究科
教，情原子炉工学研究所１９９８．　２カールスルーエ研究所
教，情精密工学研究所２０００．　７カールスルーエ研究所
教，学，情大学院総合理工学研究科２００１．　５ミュンヘン大学人間学研究センター
学工学部１９９７．　６カターニヤ大学工学部

イ タ リ ア
教，学，情大学院総合理工学研究科１９９９．　７トリノ工科大学
学大学院総合理工学研究科１９９６．　６トウェンテ大学化学技術学科

オ ラ ン ダ 学工学部，大学院社会理工学研究科１９９８．　９デルフト工科大学情報システム学部
学工学部２０００．　８デルフト工科大学建築学部
教，学，情原子炉工学研究所１９９５．　３ブロツワフ工大希土類元素無機化学・冶金研究所ポ ー ラ ン ド
教，情原子炉工学研究所１９９２．　８ロシア科学センタークルチャトフ研究所

ロ シ ア
教，学，情原子炉工学研究所１９９８．　１オブニンスク原子力工科大学
学大学院情報理工学研究科１９９７．　９リンシェーピン大学工学研究科

ス ウ ェ ー デ ン
学工学部１９９７．１１ルンド大学工学部
教，情工学部・建築学科１９７８．　１ワシントン大学建築都市計画学部建築学科

アメリカ合衆国
教，学，情工学部・制御システム工学科１９９１．　６マサチューセッツ工科大学機械工学科
教，学，情工学部・機械宇宙学科１９９６．　５マサチューセッツ工科大学機械工学科
教，学，情工学部・機械系４学科１９９９．１０スタンフォード大学機械工学科

教：教官，研究者交流　学：学生交流　情：学術情報交換

学術交流協定締結大学等一覧（部局間協定：３５機関） �������� 平成１３年５月１日現在
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２１．財務の状況
（１）歳入・歳出

歳　　出� 歳　　入�

平成１２年度決算額�
（単位：百万円）

雑収入�

学校財産貸付料,  用途指定寄付金受入�
受託調査試験等収入,  他�

国立学校特別会計�
37,216(97.6%)

研究所�
3,263(8.5%)産学連携等研究費�

3,008(7.9%)

施設整備費�
4,883(12.8%)

文部科学本省ほか�
一般会計�
897(2.4%)

国立学校�
26,062(68.4%)

総額�
38,113

総額�
9,641

授業料及び�
入学検定料�

5,233�
(54.3%)

その他�
4,408�
(45.7%)

（２）科学研究費補助金 （平成１２年度）

交　付　金　額（千円）採　択　件　数研　究　種　目

２３９，７００３特 別 推 進 研 究 （２）

２９２，４００７特 定 領 域 研 究　（Ａ）（１）

１５３，６００３６特 定 領 域 研 究　（Ａ）（２）

８，６００１特 定 領 域 研 究　（Ｂ）（１）

４０３，３０７２７特 定 領 域 研 究　（Ｂ）（２）

６７，０００８特 定 領 域 研 究　（Ｃ）（２）

３３，３００１地域連携推進研究費（２） 

４９，５００５基 盤 研 究　（Ａ）（１）

５１２，０３０５３基 盤 研 究　（Ａ）（２）

７６，７００１３基 盤 研 究　（Ｂ）（１）

９２８，２２０２１３基 盤 研 究　（Ｂ）（２）

８，６００４基 盤 研 究　（Ｃ）（１）

２０７，４００１５０基 盤 研 究　（Ｃ）（２）

５３，４００４６萌 芽 的 研 究

１５６，７１１１４８奨 励 研 究（Ａ）

１８６，８７７１９２特 別 研 究 員 奨 励 費

３３０，０００２C O E

８０，０００２新 プ ロ

３，７８７，３４５９１１合　　　　　　　計



40

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12平成�

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

15.7億�

18.2億�

22.8億�

25.4億�

34.3億�

36.9億�

39.2億�

36.5億�

38.9億�
37.9億�

億
円
（
棒
グ
ラ
フ
）�

（
折
れ
線
グ
ラ
フ
）�

0

1000件�

900

800

700

600

500

400

300

200

100

500件�

565件�
622件�

719件�

860件�
878件� 883件�

944件� 943件�
911件�

科学研究費補助金実績比較表

（３）外部資金等 （平成１２年度）

金　　額（千円）件　　　数名　　　　　　　称

１，１４２，８０６９５２奨 学 寄 附 金

２，６３２，０３９２１４受 託 研 究 費

４８５，９５８１１４共 同 研 究 費

４，２６０，８０３１，２８０合　　　　　　　計

（注）奨学寄附金には， 寄附講座， 寄附研究部門及び創造プロジェクト研究の寄附件数及び寄附金額が含まれる。また，
受託研究費の件数には，平成１２年度受入れ金額のないもの（複数年度契約のため）が含まれる。
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２２．入学状況
学部 （平成１３年度）

入 学 者 数志 願 者 数募 集 人 員類　・　学　部

１９７１，３３８１８５１ 類 理 学 部

９２５３０８３２ 類 工 学 部

１２８６３９１１１３ 類 工 学 部

２１０１，４７３１８２４ 類 工 学 部

２３４１，６４４２０２５ 類 工 学 部

１３２７８８１１５６ 類 工 学 部

１６５８０２１５０７類 生 命 理 工 学 部

１，１５８７，２１４１，０２８計

学部入学生の出身高校の地域別

大学院 （平成１３年度）

入学者合計
博 士 後 期 課 程修　　士　　課　　程

研　　究　　科
入学者数志願者数入学定員入学者数志願者数入学定員

８３９�１４７�１５９２０１６９２�１，１２０５６６理 工 学 研 究 科

１７４�４５�４９３５１２９�２２４９８生命理工学研究科

６５４�１２７�１３０２１９５２７�１，０３１４３３総合理工学研究科

１５３�３３�３５３５１２０�１４７９８情報理工学研究科

１４５�２６�３２４４１１９　２１０９５社会理工学研究科

１，９６５○ １０４３７８�４０５５３４１，５８７�２，７３２１，２９０計

○内は平成１２年１０月入学者で外数

関東�
47％�

東北 5％�
北海道 2％�その他 4％�

九州 10％�

中国，四国�
 8％�

近畿 6％�

中部�
10％�

北陸 8％�

都道府県別（単位：人）　北海道（２７）青森県（８）岩手県（５）
宮城県（１１）秋田県（７）山形県（７）福島県（１６）茨城県（２２）
栃木県（１２）群馬県（２３）埼玉県（７４）千葉県（４５）東京都
（２３１）神奈川県（１４０）新潟県（２３）富山県（２８）石川県（６）　
福井県（７）山梨県（１３）長野県（２６）岐阜県（２０）静岡県（３８）
愛知県（３４）三重県（１９）滋賀県（５）京都府（７）大阪府（１５）
兵庫県（３１）奈良県（４）和歌山県（８）鳥取県（７）島根県（５）
岡山県（１１）広島県（２４）山口県（１７）徳島県（４）香川県（７）
愛媛県（１０）高知県（５）福岡県（３０）佐賀県（１４）長崎県（９）
熊本県（１１）大分県（１２）宮崎県（１０）鹿児島県（２４）沖縄県
（４）その他（４２）
合計　１１５８
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 （平成１２年度）

その他
就　　職　　状　　況

進学者数卒業（修了）者数区　　　　　分
公務員教　員非製造業製造業

８０１７８１７４１９８理 学 部
学　
　
　

部

３６５１８０６２７７３９５７工 学 部

１３００８１１４２１６４生 命 理 工 学 部

５７５２９５７１１，０８９１，３１９合　　　　計

２３１６１１４９３２３１０４６１６理 工 学 研 究 科
大　

学　

院
（
修
士
課
程
）

６００１５４７４６１１４生命理工学研究科

１６８３１２９２７１９９５２６総合理工学研究科

７２０４３５１２２１２５情報理工学研究科

１１３１５３２６１３１０７社会理工学研究科

６３２９５３８９７１８２８４１，４８８合　　　　計

８８１１０１３２４－　１３６理 工 学 研 究 科大　

学　

院
（
博
士
後
期
課
程
）

３５０２６３－　４６生命理工学研究科

６４１５１０１８－　９８総合理工学研究科

２１１４３３－　３２情報理工学研究科

２４１９３０－　３７社会理工学研究科

２３２４３０３５４８－　３４９合　　　　計

（注）　非製造業とは金融・保険・不動産・サービス業等である。
　　　教員の中に大学の助手等を含み，公務員には教員を含まない。
　　　「その他」は研究生等である。

２３．卒業者（修了者）就職状況
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２４．国際交流会館・留学生会館・学生寮

国際交流会館

　　国際交流に関する諸事業及び外国人研究
者（東京工業大学及び他の理工系の大学等
に属する研究者）の宿泊の用に供し，教育
研究の国際交流の促進に資する施設

留学生会館

　　東京工業大学及び東京地区，横浜地区の
国立大学に在学する外国人留学生の宿舎

学生寮（松風学舎）

　　東京工業大学在学の学部，大学院修士課
程及び博士課程の男子学生を対象とした寮

収 容 人 員所　　在　　地名　　称

単身室（１８�）
７３室

夫婦室（３９�）
１５室

家族室（５６�）
１２室

〒１４５�００６１ 東京都大田区石川町
　　　　　　１�１�１８
（東急目黒線・大井町線大岡山駅
徒歩１０分
東急池上線石川台駅徒歩８分）

東京工業大学
国際交流会館

単身室（１２．５�）
５０室

夫婦室（４０�）
１０室

〒２２７�００５２ 神奈川県横浜市
　　　　　 青葉区梅が丘１７�２
（東急田園都市線藤が丘駅
徒歩１５分）

梅 が 丘
留学生会館

単身室
（１２．５～１３．７５�）

４６室
夫婦室（４０�）

５室

〒２２７�００６７ 神奈川県横浜市青葉区
　　　　　 松風台２１�１３
（東急田園都市線青葉台駅
徒歩１５分）

松 風
留学生会館

個室（１３�）
１４４室

〒２２７�００６７ 神奈川県横浜市青葉区
　　　　　 松風台２１�１３松 風 学 舎

松風留学生会館・松風学舎 梅が丘留学生会館

国際交流会館
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２５．土地・建物面積
 単位：�（平成１３年５月１日現在）

計そ の 他田　　町すずかけ台大 岡 山用　　　途　　　別
４６０，４３６（７３８）２９，１３２（７３８）１２，８９９２０４，８７７２１３，５２８庁 舎 敷 地

土　
　
　

地

４３，６９６　　 ５，３１３　　 ９，７１７２８，６６６屋 外 運 動 場
１５，３３６　　 １５，３３６　　 寄 宿 舎 敷 地
１１，０４０　　 ７，０３８　　 ５４３３，４５９宿 舎 敷 地
４，２２０　　 ３，５３６６８４そ の 他

５３４，７２８（７３８）５６，８１９（７３８）２３，１５９２０８，４１３２４６，３３７計
２２，３６３　　 ２２，３６３理 学 部

建　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

物

８１，７２４　　 ８１，７２４工 学 部
１２，２５６　　 １２，２５６工学部附属工業高等学校
２２，３１８　　 ２２，３１８生 命 理 工 学 部
１１，２６５　　 １１，２６５共 通 教 育
１８，９０３　　 １８，９０３大学院情報理工学研究科
１４，１１６　　 １４，１１６大学院社会理工学研究科
３５，６７９　　 ３５，６７９大学院総合理工学研究科
１１，３３１　　 １１，３３１原 子 炉 工 学 研 究 所
７，０６１　　 ７，０６１資 源 化 学 研 究 所
９，２１１　　 ９，２１１精 密 工 学 研 究 所
８，９０２　　 ８，９０２応用セラミックス研究所
２，０４０　　 ２，０４０像 情 報 工 学 研 究 施 設
５３４　　 ５３４資 源 循 環 研 究 施 設
１，５３０　　 １，５３０遺 伝 子 実 験 施 設
９８０　　 ９８０生 物 実 験 セ ン タ ー
３，９０４　　 ３，９０４学 術 国 際 情 報 セ ン タ ー
１，０６０　　 １，０６０留 学 生 セ ン タ ー
１，０３０　　 １，０３０教 育 工 学 開 発 セ ン タ ー
６７６　　 ６７６極低温物性研究センター
１，２１４　　 １，２１４文教施設研究開発センター
８０１　　 ８０１構造デザイン研究センター
６３１　　 ５８０　　 ５１火 山 流 体 研 究 セ ン タ ー
４，２４８　　 ４，２４８事 務 局
２，４０２　　 ２６１　　 ２，１４１教 職 員 施 設
９，２７０　　 ２，１７０７，１００附 属 図 書 館
５，５８３　　 ９０５４，６７８運 動 場
１，２３４　　 １，２３４講 堂
６，１０６　　 ２，７７５３，３３１福 利 施 設
７９３　　 ３００４９３保 健 管 理 セ ン タ ー
５，７４４　　 ２，１８５　　 １，０４０２，５１９課 外 活 動 施 設
９，５９４　　 ５，２０６　　 ４，３８８国 際 交 流 会 館
３１８　　 ３１８地 球 史 資 料 館
１，１１５　　 １，１１５創造プロジェクト研究館
１，９７８　　 １，９７８ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー
３，７１１　　 ３，７１１フロンティア創造共同研究センター
２，６４７　　 ２，６４７アイソトープ総合センター
８，８２１　　 ５，８２４　　 １，５１２１，４８５職 員 宿 舎
４，２１４　　 ４，２１４　　 学 生 寄 宿 舎
３１，６２８　　 ２６０　　 ７５３１３，１０５１７，５１０そ の 他 （ 設 備 室 等 ）
３６８，９３５　　 １８，５３０　　 １５，４２６１１４，８０４２２０，１７５計

（注）（　）内は借用地で外数



45

N

山　　　　梨�

長�
　�
　�
　�
　�
野��

�

群　　　馬�
栃　　　木�

茨　　　　　城�

埼　　　　　　　　　玉�

東　　　　　京�

神　奈　川�

千�
　�
　�
　�
　�
葉��

�

大町�
前橋�

宇都宮�

水戸�

大宮�

浦和�

川口�

東京�田町�
大岡山�

川崎�

横�
浜��

�

すずかけ台�

八王子�

小田原�

長野原�

高崎�

松本�

8

11

6

7

3
4

5

1

2

10

9

２６．施設位置図

備　考交　　　　　　　通所 在 地 及 び 電 話 番 号学 部 等 名団地名番号

東京急行大井町線・目黒線大岡山駅下車
徒歩１分〒１５２�８５５０ 目黒区大岡山２�１２�１

理工学研究科，事務局，理・工学部，情報
理工学研究科，社会理工学研究科，１研
究所，その他

大岡山①

東京急行田園都市線すずかけ台駅下車
徒歩５分〒２２６�８５０３ 横浜市緑区長津田町４２５９

生命理工学研究科，生命理工学部，総
合理工学研究科，３研究所，総合研究館，
その他

すずかけ台②

ＪＲ山の手線・京浜東北線田町駅下車
徒歩２分〒１０８�００２３ 港区芝浦３�３�６工学部附属工業高等学校，その他田　町③

東京急行田園都市線青葉台駅下車
徒歩１５分

〒２２７�００６７ 横浜市青葉区松風台２１�１３
 �（０４５）９８１�７１１５、（０４５）９８３�９５２１松風学舎，松風留学生会館松風台④

東京急行田園都市線藤が丘駅下車
徒歩１５分

〒２２７�００５２ 横浜市青葉区梅が丘１７�２
 �（０４５）９７１�６４７３留学生会館梅が丘⑤

収容人員
３０名

ＪＲ吾妻線万座・鹿沢口駅からＪＲバス
鹿沢温泉下車徒歩１０分

〒３３７�１５２４ 群馬県吾妻郡嬬恋村大字鎌原
字湯の丸山１０５３�８３４ �（０２７９）９８�０５５２「福利厚生関係施設」（鹿沢合宿研修所）鹿　沢⑥

収容人員
４０名

ＪＲ常磐線水戸駅から茨城交通バス大貫角一
停留所前／大洗鹿島線大洗駅下車徒歩２０分

〒３１１�１３１１ 茨城県東茨城郡大洗町
大貫角一２５７ �（０２９２）６７－５００７ 〃 （大洗合宿研修所）大　洗⑦

収容人員
３０名ＪＲ大糸線海の口駅下車徒歩１５分〒３９８�０００１ 長野県大町市大字平１４７７１�１

 �（０２６１）２３�１１８４ 〃 （木崎湖合宿研修所）大　町⑧

ＪＲ埼京線戸田公園駅下車徒歩１５分〒３３５�００２４ 埼玉県戸田市戸田公園１�５５　　　　〃　　　　（艇庫）戸　田⑨

ＪＲ中央本線塩山駅下車徒歩約２０km〒４０２�０２１１ 山梨県塩山市大字小屋敷
字滑沢２３１９�１　　　　〃　　　　（山小屋）塩　山⑩

ＪＲ吾妻線長野原駅からＪＲバス
草津温泉下車徒歩３０分

〒３７７�１７１１ 群馬県吾妻郡草津町大字草津
字滝尻原６４１�３６ �（０２７９）８８�７７１５火山流体研究センター草　津⑪

鹿沢合宿研修所 木崎湖合宿研修所 大洗合宿研修所
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２７．建物配置図
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緑が丘講義棟�
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１．大岡山団地
所在地　東京都目黒区大岡山２�１２�１
最寄駅　東京急行大井町線・目黒線大岡山駅下車徒歩１分
土　地　２４６，３３７�
建　物　延２２０，１７５�
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所在地　横浜市緑区長津田町４２５９
最寄駅　東京急行田園都市線すずかけ台駅下車徒歩５分
土　地　２０８，４１３�
建　物　延１１４，８０４�
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２８．沿革図

東京高等工業学校本館（蔵前当時）

（注）　本学創立当時“職工”とは，現場の実践的技術者を称したもの
で，現在の職工とは異なった意味を持っていた。今は職工とい
う言葉は余り用いられないが，この職工に当たるのは当時“徒
弟”と言われていた。
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東京職工学校設立５．２６明治１４年

東京工業学校と改称３．２４２３年

東京高等工業学校と改称５．１０３４年

東京工業大学へ昇格。染料化学科，紡織学科，窯業学科，応用化学科，電気化学科，機械工学科，

電気工学科及び建築学科の８学科と数学教室，物理学教室，物理化学教室及び分析化学教室の４教

室設置

４．１昭和４年

無機化学教室設置７．　５年

有機化学教室設置１０．　

化学工学教室設置９．　６年

附属予備部設置９．３０７年

建築材料研究所設置２．２８９年

工業経済教室設置６．　１０年

資源化学研究所設置２．２１１４年

航空機工学科設置４．８

精密機械研究所設置１２．２７

化学工学教室を廃止し，化学工学科新設４．１１５年

金属工学科及び燃料工学科新設４．１１６年

附属高等工業教員養成所設置５．２６１７年

窯業研究所附置１．３０１８年

特別研究生制度発足，幹部技術者講習所及び附属予備部特別予科設置１０．１

電子工学研究所附置１．６１９年

附属工業専門部設置。機械科，電気科，電気通信科，航空機科，金属工学科及び化学工学科設置４．１

燃料科学研究所附置８．２２

附属工業専門部に窯業科新設４．１２０年

航空機工学科及び燃料工学科並びに専門部航空機科廃止１２．３１

電子工学研究所を電気科学研究所と改称３．２２２１年

附属工業専門部廃止３．３１２３年

国立学校設置法公布により国立東京工業大学新設，工学部設置。旧制東京工業大学，同附属予備

部及び同附属高等工業教員養成所は新制に包括し，建築材料研究所，資源化学研究所，精密機械

研究所，窯業研究所，電気科学研究所及び燃料科学研究所附置

５．３１２４年

千葉大学東京工業専門学校附属電波工芸高等学校及び同附属工芸高等学校を本学工学部附属工業

高等学校として移管

４．１２６年

附属予備部及び附属高等工業教員養成所廃止３．３１２７年

大学院工学研究科設置。応用物理学，化学及び化学工学，機械工学，電気工学，金属工学，繊維

工学及び建築学の７専攻設置

４．１２８年

建築材料研究所，資源化学研究所，精密機械研究所，窯業研究所，電気科学研究所及び燃料科学

研究所を建築材料研究所，資源化学研究所，精密工学研究所及び窯業研究所に整備し，学部に印

刷技術研究施設設置

４．１２９年

講座制新設９．７

工学部を理工学部に改称。理工学部に数学，物理学，化学，化学工学，機械工学，電気工学，金

属工学，繊維工学，建築学及び経営工学の１０学科設置

７．１３０年

理工学部に原子炉研究施設設置。大学院工学研究科を大学院理工学研究科に改称。４．１３１年

大学院理工学研究科に原子核工学専攻設置４．１３２年

沿　　　革
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建築材料研究所及び窯業研究所を統合し，工業材料研究所附置４．１３３年

理工学部に数学科，物理学科，化学科，金属工学科，繊維工学科，無機材料工学科，化学工学科，

工業化学科，機械工学科，制御工学科，経営工学科，電気工学科，電子工学科及び建築学科の１４

学科設置

４．１３５年

応用物理学科設置４．１３６年

工業教員養成所設置５．１９

高分子工学科，応用電気化学科及び生産機械工学科設置４．１３７年

本学の大学院の名称及び課程を理工学研究科－５年課程と規定３．３１３８年

理工学部に酵素化学研究施設設置４．１

工業化学科を合成化学科と改称

原子炉研究施設を廃止し，原子炉工学研究所附置４．１３９年

土木工学科設置

印刷技術研究施設を印写工学研究施設と改称

酵素化学研究施設を天然物化学研究施設と改称４．１４０年

電子物理工学科設置

社会工学科設置４．１４１年

機械物理工学科設置４．１４２年

理工学部を理学部，工学部に分離，天然物化学研究施設は理学部に，印写工学研究施設及び附属

工業高等学校は工学部にそれぞれ附属

６．１

工業教員養成所廃止４．１４４年

理学部に情報科学科設置４．１４５年

工学部応用電気化学科を電気化学科と改称

工学部繊維工学科を有機材料工学科と改称。保健管理センター設置４．１４６年

教育工学開発センター設置４．１４８年

工学部化学工学科，合成化学科及び電気化学科を改組し化学工学科設置

工学部電気工学科，電子工学科及び電子物理工学科を改組し，新たに電気・電子工学科，電子物

理工学科及び情報工学科設置。工学部附属印写工学研究施設を同附属像情報工学研究施設と改称

４．１４９年

資源化学研究所に附属資源循環研究施設設置４．１１

大学院総合理工学研究科設置（既設の理工学研究科に置かれていた７専攻に加えて３専攻（生命化

学，エネルギー科学，システム科学）を新設し１０専攻で発足）

４．１５０年

総合情報処理センター設置。工業材料研究所に附属水熱合成材料実験施設設置５．１０５１年

長津田地区に附属図書館長津田分館設置１０．１５３年

長津田地区に総合理工学研究科等事務部を設置し，長津田地区の事務を一元化４．１５４年

理工学国際交流センター設置

極低温エネルギー実験センター設置４．１５６年

研究・情報交流センター設置４．１５７年

文教施設総合研究センター設置４．１５８年

工業材料研究所附属水熱合成材料実験施設廃止３．３１５９年

工業材料研究所附属新素材セラミックス実験施設設置４．１１

理学部附属天然物化学研究施設廃止４．１６１年

理学部に生命理学科、工学部に生物工学科設置

工学部電気・電子工学科及び電子物理工学科を改組し，新たに電気・電子工学科及び電子物理工

学科設置

４．１６２年
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理学部に生体機構学科，工学部に生体分子工学科設置４．１６３年

留学生教育センター及び草津白根火山観測所設置。工業材料研究所附属新素材セラミックス実験

施設を廃止し，同附属セラミックス研究センター設置

４．８

遺伝子実験施設設置５．２９平成元年

生命理工学部設置（理学部の生命理学科及び生体機構学科並びに工学部の生物工学科及び生体分

子工学科を振替）

６．１９２年

極低温エネルギー実験センター廃止４．１３年

大学院総合理工学研究科生命化学専攻を知能科学専攻に改称

極低温システム研究センター設置４．１２

大学院生命理工学研究科設置（バイオサイエンス及びバイオテクノロジーの２専攻）４．１４年

炭素循環素材研究センター設置。理学部に地球・惑星科学科設置４．１０

大学院総合理工学研究科に環境物理工学専攻設置４．１５年

工学部機械工学科， 生産機械工学科， 機械物理工学科， 制御工学科及び経営工学科を改組し，機械科

学科，機械知能システム学科，機械宇宙学科，制御システム工学科及び経営システム工学科設置

文教施設総合研究センターを廃止し，文教施設研究開発センター設置

大学院情報理工学研究科設置（数理・計算科学，計算工学及び情報環境学の３専攻）４．１６年

留学生教育センターを廃止し，留学生センター設置６．２４

量子効果エレクトロニクス研究センター及び生物実験センター設置

大学院総合理工学研究科の社会開発工学及びエネルギー科学専攻を廃止し，人間環境システム及

び創造エネルギー専攻設置

４．１７年

工学部化学工学科，機械科学科，電子物理工学科及び土木工学科を改組し，化学工学科，機械科

学科，電子物理工学科，土木工学科及び開発システム工学科設置

大学院社会理工学研究科設置（人間行動システム，価値システム，経営工学及び社会工学の４専

攻）

４．１８年

大学院理工学研究科に地球惑星科学専攻設置

大学院総合理工学研究科の知能科学及びシステム科学専攻を廃止し，知能システム科学専攻設置

理学部地球・惑星科学科を地球惑星科学科に改称

外国語研究教育センター設置５．１１

工業材料研究所を改組し，応用セラミックス研究所附置

工業材料研究所附属セラミックス研究センターを改組し，応用セラミックス研究所附属構造デザ

イン研究センター設置

アイソトープ総合センター設置４．１９年

大学院総合理工学研究科の電子化学及び材料科学専攻を改組し，物質電子化学，材料物理科学及

び物質科学創造専攻設置

大学院理工学研究科の数学，物理学，化学，応用物理学，地球惑星科学，金属工学（一部），有機

材料工学（一部），無機材料工学（一部），化学工学（一部）及び高分子工学専攻（一部）を改組

し，数学，基礎物理学，物性物理学，化学，地球惑星科学及び物質科学専攻を設置

４．１１０年

大学院総合理工学研究科の化学環境工学及び環境物理工学専攻を改組し，化学環境及び環境理工

学創造専攻を設置

理学部数学科，物理学科，化学科，応用物理学科，情報科学科及び地球惑星科学科を改組し，数

学科，物理学科，化学科，情報科学科及び地球惑星科学科を設置

研究・情報交流センターを廃止し，フロンティア創造共同研究センターを設置４．９
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理財工学研究センター設置４．１１１年

大学院理工学研究科に国際開発工学専攻を設置し，金属工学，有機材料工学，無機材料工学，化

学工学及び高分子工学専攻を改組し，材料工学，有機・高分子物質，応用化学及び化学工学専攻

を設置

大学院生命理工学研究科のバイオサイエンス（一部）及びバイオテクノロジー（一部）専攻を改

組し，分子生命科学，生命情報及び生体分子機能工学専攻を設置

大学院総合理工学研究科の物理情報工学及び電子システム専攻を改組し，物理情報システム創造

及び電子機能システム専攻を設置

生命理工学部生命理学科，生体機能工学科，生物工学科及び生体分子工学科を改組し，生命科学

科及び生命工学科を設置

草津白根火山観測所を廃止し，火山流体研究センターを設置４．１１２年

大学院理工学研究科機械工学，生産機械工学，機械物理工学，制御工学，電気・電子工学，電子

物理工学，土木工学及び建築学専攻を改組し，機械物理工学，機械制御システム，機械宇宙シス

テム，電気電子工学，電子物理工学，集積システム，土木工学及び建築学専攻を設置

大学院生命理工学研究科バイオサイエンス及びバイオテクノロジー専攻を改組し，生体システム

及び生物プロセス専攻を設置

工学部電気・電子工学科，電子物理工学科及び情報工学科を改組し，電気電子工学科及び情報工

学科を設置

精密工学研究所に附属マイクロシステム研究センター設置

副学長制度を導入し，副学長（教育担当）及び副学長（研究担当）を設置

総合情報処理センター及び理工学国際交流センターを廃止し，学術国際情報センターを設置

極低温システム研究センターを廃止し，極低温物性研究センターを設置

４．１１３年
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